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両面水準器"ミラー付

LS-25

レペ、トラコン

■コンパス測量はもとより、水準測定、

水平分度による測量と、トランシット

と同様の測定ができます。

■高感度の両面気泡管、鋭敏な磁針を

電磁誘導により迅速に静止させるイン

ダクションダンパー、糸切れの心配のな

い硝子焦点鏡等々ウシタカの測量器は

精度と機能をさらに理想に近づけました。

■望遠鏡'2倍、水平角分度遊標読5分

(ワンタッチ帰零)。望遠鏡気泡管両面

型5'/2噺ミラー付。重量l.3k9

デジブラン巳巳O
LZ&PZ
●測定図面の縮尺と単位をセットすれば、面識値が直

読できます●累積値や平均値も自動算出●縦と横の縮

尺が異なる図面の面積も測定可能●独立した加減算用

メモリーを内蔵、例えばドーナッツ状の図形面積も簡

単に算出できます●測定には6種類(mm2、cm2、m2，a、

ha、km2)の単位を任意に選べる他、ユーザー希望単位

として、a、ha、に替えて、in2，ft2，yd2、acre、mlle2、

坪、の中から2種類を選べます。ユーザー希望単位は

出荷時までにお申しつけください●ボーラータイブの

ゼロ円補正は自動算出

測定結果をヂジﾀﾙ表示。
繊雛デジブラン220L&P

デジブラン220Lし狸
誌名重己入の上カタログをお申しつけ<ださし、

血牛方商会
〒146東京都大田区千鳥2-12-7
TEL.03(750)0242代表

操作性を追求した
ウシカタの測量｡測定器。
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新 年のご挨拶
き

皆様，明けましておめでとうございます。今年もどうぞよろしくお願い申し上げま

す。新年は一年の節目であり，それぞれ感慨こもごもであろうかと存じますが，私も

同様です。いろいろ思いを巡らしましたが，その一端を述べ，年頭のご挨拶にかえさ

せていただきたいと存じます。

一言で申しますと，日本の森林・林業は，国内においても，また海外に|句かって

も，今年あたり一つの転機に立たされるのではないか，ということです。

日本の林政は，戦後この方，およそ10年ごとに曲り角を迎えて来たように思いま

す。20年代の後半，森林復興に向かった時期，30年代の後半，経済が急成長にさし

かかって木材増産に明け暮れした時期，それから40年代の後半，自然保護世論もあ

って，森林を多目的に活用する噺たな森林施業」に入った時期，これら三つを数え

ることができると思います。そして前の二つは木材需要が前面に，最後の転換は，木

材需給問題に加えて，森林の存在そのものの役割に大きな期待が寄せられてのものだ

ったと思います。

考えてみますと，従前の転機は，こういう性格の違いはあるにしても，どちらかと

言えば“外からのもの”への対応という点では共通していたようです。最近でも森林

浴ブームなど森林に親しむ世論の高まりは，かなりのものと感じられます。しかしこ

れから迎える転機は何かを考えると，外からのものへの対応はもちろん必要ですが，

林業の“中からのもの”への対応が大いに必要になるように思えてなりません。それ

は，ひときわ目立つような制度変化を伴わないものかもしれません。私は，それはか

なり技術的な性格のものではないかと想定しています。

密植，林地肥培，短伐期，柱一本取り施業などと，ここ20年余を彩った林業の歩

みは，最近の木材需給の動向，森林の現況，林業の収益性の動向などから見ても，そ

れはもう決まってしまったやり方だとは考えずに，人の求めに応じ，地域に応じ，ま

た時の流れに沿って，少しずつ足どりを変えていくべきもののように思えます。林業

それ自身が中から変わろうとしている，いわば林業の内性からの転機が来ているよ

うに，私の目には映るのです。

対応は，林業の持つ特質あるいは限界をあらためてわきまえることに始まるべきだ

と考えますが，このことは，実は外からの要請に応える場合でも同様ではないかと思

います。このことを離れた，外部要請への対応は，ときに，できない約束につなが

り，あるいは迎合と受けとられる葱ど，信頼を失うことになりかねないからです。そ

してまた，この信頼を大切にする心を強く持たないと，身近な中のことであっても，
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社団法人日本林業技術協会理事長

猪野 曠

見れども見えずになるのでは，と思われるのです。こんどの林業の転機は，森林・林

業の技術者にとっても転機ではないでしょうか。

次に目を国際協力の問題に向けてみましょう。林業部門でも，その対象範囲はかな

り広域にわたり，内容も多彩になってきています。本協会も及ばずながらその一翼を

担い，今年でちょうど10年を数え,JAFTAの名も，ようやく知られるようにな

りました。関係方面ならびに皆様のご指導，ご支援のお陰と感謝申し上げている次第

です。

機会を得て出歩くことも多くなり，いろいろの経験を重ねつつありますが，ときに

ふと思いがけないことに気づくことがあります。それぞれの国によって，文化，社

会，政治，経済などが違うことは，当然頭に入れてかかりますが，例えば，山づくり

のやり方，考え方それ自体ということになると，それは専ら技術の問題であるから，

最適と決まっている方法の選択に落ち着くだろう，おのずとそうなるに違いない，と

思いがちですが，そうはなかなか簡単にはいかない場合があります。

日本のスギ，ヒノキ林業は，一般的には労働集約型で，一斉かつ単純な林や，揃っ

た材木をつくる向きがあり，結果として，整然とした森林美というものも，もたらさ

れています。ここに日本的技術の特徴があるとも言えましょうが，一方，かつて西欧

諸国の支配を受けた発展途上国には，日本林業の眼鏡で眺めると一見粗放のようであ

っても，よく観察し，その施業を追ってみると，それなりの合理性がある，というよ

うな山づくり法が残されていることがあります。

こんなとき，逆に海外から日本の林業技術を考えなおしてみることがあります。日

本の技術，手法をどこにでも当てはまるものと思い込んでは，どちらにも益にならな

いからです。その国の現地に入り込んで，そこで観察し，考え，そこから施業の技術

をあらためて組み立てる技術能力が問われているのです。その国の自然と働く人と諸

諸の伝統，これらに合う山づくりが求められているのです。本協会も，いろいろの積

上げのI:I'から，さらにかく応えていけたら，と念じているところです。

技術というものは，そこに流れる真理は不変ですが，これを適用するとなると，人

の求めにより，時と場所に応じて姿を変えていくべきもの，ときに転機のあるべきも

のだと思います。つまり軽機には，このような，技術の原点に返って考えることが大

切だと思います。また別の角度から見れば，転機とは技術が尊重される時代とも言え

ましょう。会員のひとりひとりが要請に応えて研鐵を積んでいくことを誓い合いたい

ところです。皆様のご発展を心よりお祈りします。
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Iバイオテクノロジーの内奥をのぞく

日野稔彦

最近，バイオテクノロジーという言葉がひんぱ

んに使われ，バイオマス，バイオガス，バイオリ

アクター，バイオサイエンスなどと，バイオがつ

けば新しいことのように思われている。ワープロ

に対して，パイオライターと，冗談にまでバイオ

のつく時代である。

組換えDNA,細胞融合，バイオリアクターな

どの新しい技術が現われたのと同じときに，バイ

オテクノロジーという言葉が現われたので，バイ

オテクノロジーはこの三者のように思われている

が，そうではない。ライフサイエンスの地道な研

究が着実に成果をあげ，これらの成果が技術とし

て応用可能になったからであり，バイオテクノロ

林業技術No.5021984．1

ジーはもっとI幅広い技術なのである。

バイオテクノロジーが片仮名であることから，

日本は遅れをとっているようであるが，そうでは

ない。欧米におけるバイオテクノロジー振興の直

接の引き金となったのは，日本の発酵技術の優秀

性である。

バイオテクノロジー全般について，その発展の

歴史を顧みつつ展望してみたいと思う。

ライフサイエンスとバイオテクノロジー

ライフサイエンスは1930年代にアメリカで台

頭した。これは，生物自体の科学や生物にまつわ

る社会の科学などを総合する科学で，生命に関連

するすべての科学を包含しており，農林水産業，



ライフサイエンスとバイオテクノロジー図･1ライフサイエンスとバイオテクノ回

資源再利用，環境，医療，健康などに貢献するも

のである。日本の科学技術会議が定義したライフ

サイエンスは，これと同じである。

一方，日本においても分子生物学のリーダーた

ちが中心になって，日本独特の生命科学を進展さ

せてきた。現在のところ，自然科学を主体に発展

しており，徐々に社会科学へも広がりつつあり，

今後日本の風土に合った新しいジャンルのライフ

サイエンスへと発展するであろう。

ライフサイエンスを日本語に訳せば生命科学で

ある。しかし，ライフサイエンスと生命科学とは

言葉の響きが違う。これは，ライフサイエンスと

生命科学が前述したように厳密な意味で違うから

ではないだろう。生命というと，生命の実相，生

命の誕生，生命の尊厳などのように，文学的，精

神的，宗教的な感じが強い。一方，ライフは，ワ

イルドライフ，サラリーマンライフなどのよう

に，生物体や生活の感じが強く，生命保険の生命

の意味するものに近い。

バイオテクノロジーは，生物自体またはその機

能を効率的に活用する技術であり，ライフサイエ

ンスの成果を技術として用いるものである。バイ

オテクノロジーは，生物工学と訳されることが多

いが，生物技術と訳すほうがよい。マスコミは最

近，生命工学と訳して，いかにも生命を操作する

ような印象を与え，読者を不安に陥れている。バ

イオテクノロジーは，生命を操作するようなもの

Iバイオテクノロジーの内奥をのぞく5

ではなく，もっと地道な技術であ

る。

バイオテクノロジーの中には，

医療など人間に対する直接的な技

術は含まれない。診断用の機器や

医薬の製造など医療を支える技術

は含まれる。バイオテクノロジー

は，ライブサイエンスの一部では

あるが，生命工学と訳すのは不適

当であると言える。

バイオテクノロジーの台頭

従来，我々は発酵によって農林

水産物を化学的に加工してきた。

化学の進歩に伴い，発酵によって加工されていた

ものは化学合成に切り換えられてきた。例えば，

アルコールやアセトンである。さらに，石油化学

やコンピューターなどの進展もあって，近代的な

化学工業が発展してきた。

ところが近年になって，化石エネルギー資源や

濃縮された工業原料の枯渇が懸念されるようにな

り，発酵による生産が見直されている。しかし，

これは従来の発酵に逆戻りするのではなく，新し

い発酵技術が応用されようとしているのである。

すなわち，今世紀に著しい発展を遂げた化学と物

理学に続いて，これらの基盤の上に立って，ライ

フサイエンスを中心とする生物学が飛躍的に発展

しようとしており，この中でバイオテクノロジー

という言葉が生まれたのである。

バイオテクノロジーは，欧米の先進諸国で振興

が叫ばれ始めた。それは，日本の発酵技術が欧米

に比べて極めて優秀であり，欧米が脱石油化の重

要性に気付いたときには，日本は群を抜いて先を

走っていたのである。

OECDの衡料によれば>1977～1981年の期

間のバイオテクノロジー関遮の特許2,400件のう

ち，日本が60影を占め，10％がアメリカ，5％が

ソ連で，その他の国は4％以下である。また，発

酵がGNPの2～3%と高率を占めるのも日本だ

けである。要するに，日本の発酵技術を主体にし

たバイオテクノロジーは，研究開発と産業の両方

林業技術No.50219制．1
ヘ
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表･1バイオテクノロジーの範囲

基 幹技 術 応用分野

1.生物素材の改良 遺伝子操作：組換えDNA,細胞融合，核移植など

細胞培養：体細胞培養，やく培謎，胚培養など

卵子操作；単為生殖，受精卵移殖，体外受精など

微生物の改良

植物の育種・繁殖

動物の育種・繁殖

培養細胞の改良

2．生物機能の利用 培縫による機能利用：微生物培蕊，

生物機能の触媒的利用：酵素利用，

生物，バイオリアクターなど

細胞の大蝋培謎など

固定化酵素，固定化微

バイオマス変換

産業廃棄物の処理

食品・飲料の生産

飼料・餌料の生産

有用物質の生産

3．自然生態系での生物

相互間の反応利用

生理活性物質・免疫物質の利用：フェロモン,カイロモン，

他感物質，ワクチン，抗体などの利用

特定の微生物・微小な生物の増強：天敵・不妊虫・拮抗微

生物・共生微生物・弱毒ウイルスの利用，空中窒素固

定微生物の増強，土壌微生物・消化管内の微生物の制

御など

病害虫防除

雑草防除

施肥・土壌改良

水質浄化

環境保全

家畜飼養管理

とも，他国に比べて極めて高い水準なのである。

このままだと，欧米諸国は脱石油化後の発酵生

産を日本に依頼するか，日本から技術を導入する

かであり，｜訓到で技術開発をするなら日本に追い

つき追い越す必要がある。これが欧米諸国の悩み

であり，発酵をI↓'心としてバイオテクノロジーの

振興がll'l･ばれているのである。

－－方，同じころ大きく発展した分子生物学は，

日本では諸般の都合で遅れをとった。とくに，組

換えDNAの技術開発に遅れ，この場面では日本

がアメリカに追いつき追い越す必要力式あった。現

在では，日本も欧米とほぼ同じ技術水準に達しつ

つあるが，底面の広がりについて今一歩の努力が

必要である。

バイオテクノロジーとは何か

バイオテクノロジーは，前述したように欧米諸

国において，日本の発酵技術の進歩が起因して台

頭したために，その範囲は発酵を限|.!心に考えられ

ている。バイオテクノロジーはもっと'隔広いもの

であって，次のように考えればよいであろう。我

我は古来から生物を利用して，食料，衣料，建築

林業技術No.5021984．1

材などを生産してきた。前世紀から今世紀にかけ

て化学と物理学が著しく発展し，近代的な工業や

農林水産業が発達した。次いで，最近のライフサ

イエンスの進歩に伴って，工業や農林水産業へ生

物技術が応用されようとしている。この生物技術

がバイオテクノロジーである。化学と物理学の発

展を踏まえ，新しい生物技術が次々と開発されつ

つある。

農林水産業全体が生物利用の産業であるため，

バイオテクノロジーに含まれる技術と含まれない

技術とを区別することは難しいが，古来から使わ

れてきた伝統的技術をバイオテクノロジーに含め

ないのは，各国共通の認識である。伝統的技術に

含まれるものは，古来からの栽培技術や化学・物

理学の発展によって導入された技術である。例え

ば，天然の生産物の直接利用，作物の栽培，植樹

造林，家畜の飼謎，選抜・交配・突然変異など従

来型の育櫛，腿薬散布による病害虫・雑草の防

除，化学肥料の施用，農林水産物の物理化学的加

工などである。

バイオテクノロジーは，表･1に示したように大



きく3つに分けることができる。その第1は，

「生物素材の改良」であり；第2は「生物機能の

利用」である。これらは工業分野でも用いられ

る。第3は「自然生態系での生物相互間の反応利

用」であり，農林水産業に特有の技術分野であ

る。

第1の「生物素材の改良」は，バイオテクノロ

ジーの花形の部分で，遺伝子操作，細胞培養，卵

子操作が含まれる。組換えDNA,細胞融合，核

移植などの遺伝子操作は，交配不可能な別種の生

物の遺伝形質を導入して利用する技術であり，無
やく

限の可能性を秘めている。蒲培養や胚培養は，す

でに作物育種に用いられており，動物の体細胞培

養でもワクチンなど有用物質の生産に実用的に用

いられている。受精卵移植，体外受精などの卵子

操作は，家畜の繁殖で実用化に移されつつある。

第2の「生物機能の利用」は，欧米のバイオテ

クノロジー振興策の引き金になった技術で，生物

生産工学ともいえるものである。微生物や細胞を

大量に培養することによって，有用物質を得る技

術であり，従来型の発酵はこれに含まれる。さら

に，近年発達した固定化酵素，固定化微生物，こ

れらをシステム化したバイオリアクターは，生物

の触媒機能を利用する技術であり，食品工業，化

学工業などに大変革をもたらそうとしている。

第3の「自然生態系での生物相互間の反応利

用」は，農林水産業に特有の技術であり，生物行

動工学ともいえる。自然界の生態系には様々な生

物が生息しており，これらの生物相互間の調和が

とれていれば，特定の病害虫や雑草が大発生する

ことはない。好適な生態系を培養しつつ，特定の

病害虫だけを制御する技術が開発され，成果をあ

げつつある。例えば，性フェロモン，カイロモ

ン，不妊虫，天敵，弱毒ウイルスの利用などであ

る。

バイオテクノロジーの将来

現在の化学工業は，物質の合成，分解を高温高

圧の条件下で行っている。化石エネルギー資源の

減少が予測される中で，生物資源の活用，エネル

ギーの節減などを考えると，化学工業は微生物や

工バイオテクノロジーの内奥をのぞく7

バイオリアクターを利用して，常温常圧，省エネ

ルギーの生産工程へと推移するものと思われる。

生物体から抽出していた医薬品は，インシュリン

のように，微生物や細胞のDNA組換え体によっ

て生産されるようになろう。

生物は無限の可能性をもつ。とくに微生物は極

めて多様であり，探索・改良すれば，物質の生産

・分解，排水の浄化などあらゆることが可能であ

る。温泉や噴火口に生息する微生物は100｡Cの

高温に耐える。鉱山に住む微生物は，銅やウラン

を水溶性にして溶出する。工場排水中で重金属を

集める微生物もいる。産業的に行われている化学

変換は，微生物や酵素を利用した生物変換に代替

されるであろう。

今後のバイオテクノロジーの応用で最も難し

く，最も重要なのが，自然生態系の制御である。

農林水産業がめざす理想の姿は，生物の能力を十

分に活用して，好適な自然環境，生産環境を維持

増進しつつ，食料，衣料，住居用材料などを効率

的に生産するとともに，住みよい社会をつくるこ

とである。ところが，生産性の向上を急ぎすぎ，

他産業ほどではないが，やや自然生態系を乱した

のではないかという反省がある。緑を守ろう，森

林浴をしようという社会の動きが，それを示して

いる。

農林業では，生産性向上の立場から必然的にモ

ノカルチュアになることから，特定の病害虫が大

発生しやすい。性フェロモン，カイロモン，不妊

虫，天敵，拮抗微生物，他感物質などを使って，

特定の病害虫だけを抑制したり，食物連鎖の一部

を増強したりすれば，好適な生態系を維持するこ

とができる。農林水産業は，工業のよ．うに閉鎖系

の空間利用ではなく，開放系の自然生態系を利用

することから，技術開発に多くの研究をまだ必要

としている。自然生態系の制御はバイオテクノロ

ジーの真髄であり，今後の研究に大きな期待が寄

せられている。

（ひのとしひこ．難瀞織灘）

林業技術No.‘5021984.1
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Ⅱバイオテクノロジーの主要技術

，懲儀子瀧作

山本直樹

lノ

はじめに

この10年間，組換えDNA実験などの遺伝子

操作技術の発展は，遺伝学，細胞生物学等の研究

分野への貢献にとどまらず，この技術を駆使する

関連産業界や医学界の発展に寄与してきた。後述

するようにこれらの技術は大腸菌などの原核生物

に関する分子生物学の発達とそれに伴う分析手法

の進歩と力曲背景にあると考えられる。いきおい遺

伝子操作技術の利用・応用は，大腸菌や下等真核

生物の酵母等の微生物で始まった。しかし，これ

らの技術はいまや植物・動物に適用範囲をひろめ

ている。この技術革新は遅かれ早かれ林業・林産

業にも影響を及ぼすのではないだろうか。マツノ

ザイセンチュウに負けないマツとか,年間50t/ha

の生産力を誇る有用樹種は，全くの不可能なのだ

ろうか。

が，組換えDNA実験はそれとはやや異なる。一

口で言えば，「組換えDNA実験指針（総理大臣

決定)」にあるように，ある生細胞内で増殖可能

なDNAと異種のDNAとの組換え分子を酵素な

どを用いて試験管内で作成し，それを生細胞に移

入し，異種のDNAを増殖させる実験となる。両

者の差異を図・1に示した。また，組換えDNA

実験は遺伝子操作技術の根幹をなす主要な技術で

あるが，後者はもっと広義の技術であり，細胞融

合とか核移植も含まれる。

自然界の組換えを利用して，染色体地図がつく

pSCIOIブラスミド

供与体DNA

1り
IBDppID-0ﾛﾛDoDQGm-qBqp9-90,91

1 23

IEboR1
払下紐r単I．

…nMロ〒…,"L…ﾛ｡｡t行T…

テトラサ

クリン耐
RI

組換えDNA実験

遺伝子の組換えは自然界でも起こることである
Ａ
１

A・自然界の組換え

a十bｰ a＋ b
a÷ bー

－ 歩×一

ab寺a一b手aｰb

｜形質転換

ブﾗ率ド､色Cr蕊倉“
／、

唖｡直言ひ

B.試験管内の組換え

X
－－－－－ー一一一尋

X‘‐
一一口台＝＝一色ロ

a Xb
一一一一一一一一

aーb－ a一 bー

図･1自然界の組換え(A)と試験管内の組換え
DNA実験(B)の比較

林業技術No.5021984.1

図･2組換えDNA実験の手順
(ベクターにプラスミドpSC101を用いた例）
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表・1代表的な制限酵素とその認識配列、

３
５
－
一

Ｃ
Ⅱ
ｃ

韮
Ⅱ
雄

一
一

Ｔ
Ⅱ
Ａ

ル
Ⅱ
壬

一
一

Ａ
Ⅱ
Ｔ

一
一

Ｇ
Ⅱ
Ｃ

一
－
５
３

EcoRI
一

pA-A-T-T-C-3,
11
0ⅡG－5‘

5'一GoII
II

3@-C-T-T-A-Ap

』

認識配列と切断点

｜
幸

GAATTC

CTTAAG

↑
I
●

AAGCTT
TTCGAA

↑
↓
GGATCC
CCTAGG

i
l
GTCGAC
CAGCTG

↑
l
CTCGAG
GAGCTC

▲

I

l
CCCGGG
GGGCCC

i
l
GAGCTC

CTCGAG

↑

制限酵素

図･3制限酵素moRIによるDNA鎖の切断

られ，品種の改良がなされてきた。しかしこの自

然界の組換えの起こる率はもともと低いから，染

色体地図の作成も新品種の作出も永い年月に及ぶ

努力が必要だった。だから組換えを意のままに行

えるようになることは，夢だったろうと思われ

る。それがいまや「組換えDNA実験」の出現に

よって可能となったわけであるから，遺伝学の発

達や育種技術の向上に大きな期待が寄せられるの

は当然と言えよう。

冒頭で述べたように，本技術は大腸菌などのバ

クテリアの系で開発されたものなので，最初の大

腸菌の実験例（図・2）を紹介しよう。組換えDN

A実験を行う時，まずDNA(ベクターと供与体

のDNA)の切断と連結を行わなければならない

が，いずれの操作も酵素を使って行われる。図･2

に示したように大きなDNA断片に切断するため

に制限酵素を使う。例えばファージ（バクテリア

ウイルス）が細菌に感染すると，細菌にはブァー

ジを分解してしまう機構があり制限現象と呼ばれ

ている。この時，制限酵素はファージDNAを異

種DNAと認識して分解する役割を担っている。

EboRI*(Esc"gγ允〃αco"RY13から分離）とい

う制限酵素は，図･3に示すようなDNA鎖の塩

基配列を認識して,G－A間を切断する。図･3の

ような塩基配列の現れ方を確率論的に考えると，

4@＝4,096の塩基配列の中に1回現れることにな

る。言い換えれば,Ebomの切断によってでき

る断片は平均4,000の塩基対をもつであろう。現

在まで数10種もの制限酵素が発見されているが，

代表的なものを表・1にあげた。

次はDNA鎖どうしの連結だが,2重鎖DNA

は互いに相補的であるから，2重鎖を分離させて

EboRI

卜幼7dlil

Baﾉ刀H1(Ba/刀NI)

Sa/1

Sbl(XJ7ol)

X了刀al

Sacl(Sstl)

も再び塩基対を形成して2重鎖にもどる。図･2

の例ではベクターも供与体DNAも同じ制限酵素

で切断されているから，おのおののDNA鎖の両

末端にある1重鎖部分は互いに相補的であり，相

手を求めて2重鎖を形成し，異種のDNAが結合

する。しかしまだ両末端は連結されておらず，切

れ目が残っている。ここでさらにDNAリガーゼ

(DNA鎖連結酵素）で2種のDNA鎖を連結さ

せる。これで組換えDNA分子の完成である。

できあがった組換えDNA分子はそれ自体では

何の意味ももたない。生細胞に移入して機能(D

NAの複製，遺伝子の発現）できる状態にしてや

らなければならない。

肺炎双球菌の形質転換の歴史的な実験が，遺伝

子の化学的実体はDNAであることを証明した。

この形質転換現象が大腸菌や動・植物の細胞で容

易に起これば，組換えDNA分子の生細胞への移

入に問題はないのだが，長いあいだこの現象は観

察されずにきた。しかし塩化カルシウムで処理し

た大腸菌では形質転換が起こりやすいことがわか

林業技術No.5021984．1

＊制限酵素の命名。制限酵素は各菌株に固有な特異性

を示すので，属名のイニシャル1文字，種名のイニシ

ャル2文字に，株名などを付記して表し，さらに同一

菌株から2種以上の酵素が分離される場合には，順次

ローマ数字を添えて命名する。
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ったので，同処理により組換えDNA分子の生細

胞への移入ができるようになった。

細胞（宿主細胞）に移入された組換えDNA分

子は細胞内で増殖しなければならない。プラスミ

ドはバクテリアの細胞内で染色体とは別個に存在

しているが，細胞内で自律的に増殖してバクテリ

アの子孫に伝達される。ファージは感染により1

個の宿主細胞で数100個ものフフ･一ジ粒子を形成

することができる。組換えDNAの増殖のため

に，ベクター（運搬体）にプラスミドやファージ

といった自律的増殖系を用いたことに注目すべき

であろう。なお，プラスミドをベクターとして組

換えDNAの移入をはかった時には形質転換の語

が用いられるが，ブァージをベクターとしたとき

には,DNA感染の語が使用されている。

図･2にはまやかしがある。実は組換えDNA分

子が，すべての塩化カルシウム処理の細胞に取り

込まれるのではなく，数万分の1～数百万分の1

というようなきわめて低い頻度でしか取り込まれ

ない。したがって組換えDNA分子を取り込んだ

細胞だけを選択することが重要になる。組換えD

NAを取り込んだ細胞には，ベクターの遺伝子と

供与体の遺伝子の両者が存在するから，おのおの

の遺伝子をマーカーにして組換えDNAを取り込

んだ細胞を選択することができる。例えば図･2の

ようにベクターのテトラサイクリン耐性遺伝子を
$β

マーカーにして，テトラサイクリンを加えた培地

に生えてくる細胞(具体的にはコロニー)を拾いあ

げれば，ベクターが取り込まれた細胞ということ

ができる。供与体の遺伝子に対しても，それぞれ

の遺伝子に対応した選択方法が考案されている。

以上述べてきたように組換えDNA実験を行う

には，供与体DNAの精製・切断方法，ベクター

の選択，制限酵素の選択，組換えDNAの受容細

胞（宿主細胞）の選択，形質転換方法の選択，組

換えDNAを取り込んだ細胞の選択方法など綿密

な計画・検討が必要である。また目的とする遺伝

子が発現しないと目的が達せられないような場合

には，発現のための工夫がよけいに必要となる。

林業技術No.5021984.1

植物における遺伝子操作

林木の細胞を宿主とした形質転換の例を紹介し

て，新年号にふさわしい夢のある話を書きたかっ

たけれども，残念ながらそんな例をまだ耳にして

いない。そこで植物の系で開発されつつある例

（図・4）を紹介することにし，その延長線上に夢

を描いていただけたらと思う。

宿主が植物細胞であれ，動物細胞であれ，組換

X_DNA実験の考え方は基本的には大腸菌の場合

と同じである。前節に述べたような工夫が必要な

のはいうまでもない。

Tiプラスミド

現在までのところ，植物細胞内で自律的に増殖

できる唯一のベクターとして'riプラスミドがあ

る。Tiプラスミドは，根瘤細菌と同じ科に属す

る土壌細菌Ag7'o6"c""z"zZz""Gjizc""sのプラ

スミドであるが,A.t""29jizc""sに感染された

高等植物にクラウンゴール（腫瘍）を誘導する遺

伝子はこのプラスミド上にある。Tiプラスミド

がベクターとして有効な理由は,Tiプラスミド

DNAの一部分が染色体DNAに組み込まれて形

質転換が起こり，その後も染色体DNAと一緒に

複製(増殖）されるからである。Tiプラスミドに

希望の供与体のDNAを組み入れる操作には，前

述の操作と比べて特に違ったものはない。

宿主細胞にはプロトプラストを使う

植物のDNAを供与体とした組換え分子ができ

あがったとしよう。次は宿主細胞を準備しなけれ

ばならない。宿主細胞の要件として,DNAの移

入が可能なことと，移入後に増殖できる単細胞で

あることがあげられる。植物細胞は通常細胞壁に

包まれているから,DNAの移入が妨げられる。

細胞壁分解酵素で細胞壁を取り除いたプロI､プラ

スl､ならば,DNAの移入も可能になるし，移入

後の増殖も可能である。さらに単細胞のプロ1､プ

ラストから正常な植物体にまで再生させる技術

が，タバコなどナス科の植物を中心に確立されつ

つある。

プロトプラストと組換えDNA分子を混合すれ
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Tiブラスミド 供与体DNA

○ rで

111 賊験管内の組換えDNA実験 ’
！
◎纏嬢え｡Nハ

一ラ ②

遊離細胞

細胞蝋

の除去

一

ブロトブラスト

組換えDI

Lぅ

1Aの移入細胞壁の再生
組換えDNAの

染色体への

組換え体

③
個体の再生

一一一シ

新植物

図･4組換えDNA実駿により新植物を作り出すときの基本的な操作

ば組換え体ができるはずだが，組換えDNA分子

が細胞内に取り込まれたあと形質転換が起こる前

に，組換えDNAが宿主細胞のDNA分解酵素な

どによりずたずたに分解されてしまう危険があ

る。これを避けるための工夫として，リン脂質を

使って生体膜に似せて調製したリポソームに組換

X_DNA分子を包み込む試みがなされている。リ

ポソームは組換えDNA分子を保謎するだけでな

く，その構造が細胞膜と似ているために細胞融合

の時のように，リポソームと宿主細胞（プロトフ。

ラスト）との接着融合が容易となり，組換えDN

Aの取り込みを効率よく行わせる。

微生物遺伝子の利用

有用な遺伝子を取り込んだ新植物の作出等に重

点をおいて話をすすめてきたが，いま一つ別の遺

伝子操作技術利用の可能性にもふれておきたい。

林木以外の生物の生産物あるいはその遺伝子を，

林業・林産業に利用できる可能性がある。例えば

セルロースのような木材中の炭水化物資源の利用

に際して，酵素分解は有効な手段である。分解酵

素生産菌の分離ができたならば，続いて組換えD

NA技術により酵素遺伝子をクローニングして生

産菌に与え，遺伝子増幅による高生産株を得るこ

ともできよう。また大量に生産される酵素を固定

化酵素として用いるなど，安価な酵素分解系に期

待を寄せることができる。

おわりに

遺伝子操作技術の基本的な手順の解説に終始し

てしまったし，具体性にも欠けていた。窒素肥料

を必要としない窒素固定能を付与された新植物の

作出といった華々しい例がなく，可能性ばかりを

追いすぎたかもしれない。読者によってはいたず

らに興味をあおっているとも思われよう。たしか

にこの技術の応用面では，まだ緒についたばか

り，あるいはこれから目指そうという例が多い。

しかし，数年前を振り返れば，これらの技術その

ものに関するもの，あるいはこの技術を利用した

研究レベルの進歩・発展（例えば遺伝子構造に関

する知見）には驚かざるをえない。このような急

速な発展速度から想像すれば，個々の技術を駆使

した飛躍的な研究成果が私たちの話題にのぼる日

も遠くないように思われる。

(やまもとなお倉･蕊蕊辮蕊生）
林業技術No.5021984.1
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IIバイオテクノロジ
、

急組織培養

の主要技術■■■■■

之
》
一

＃斉藤明

はじめに

最近，よくバイオサイエンス（生命科学）とか

バイオテクノロジー（生命工学）に関する記事に

接する機会が多い。これらの情報から，私たちの

ごく身近なところでバイオサイエンスによってあ

る種の著しい変革が，それも農業にも密接に関連

した形で起こりつつあることが容易に察せられ

る。

このバイオテクノロジーの主要技術としての組

織培養に関する手法を紹介するようにとの依頼を

うけたが，バイオテクノロジーがこのように盛ん

になった事実にはいろんな背景があったればこそ

のことであって，その背景について少しふれてみ

たい。第一には組織培瀧技術あるいは分子生物学

などの諸分野の発展があり，第二には化学工業に

よる環境汚染が社会的な問題点を提起したこと，

第三には生物生産いわゆるバイオマスの利用が見

直されるようになったこと，第四には優良品種の

拡大植付けによって既存の品種が減少し単一化へ

の道を歩んでいること，それゆえに遺伝子の保存

ならびに変異の拡大が将来的展望の中で必要にな

ってきたことなどをあげることができる。また，

顕微技術の発達なども無視できない。このよう

に，農業の領域ではとくに育種に関連した分野

で，バイオテクノロジーに期待するところが大き

いことが理解されよう。

このバイオテクノロジーを植物一般の育種とい

う観点からながめた場合には，植物細胞のベクタ

ー系（ウイルスのDNAとかプラスミドのDNA

のような外来遺伝子をある宿主細胞に移入し，そ

のなかでこれを増やす役割を有するDNAの運搬

体のことをベクターという）の開発が将来の課題

林業技術No.5021984.1

として残されている今日，いわゆる組織培養，中

でも細胞融合とか核置換などが当面その範ちゅう

に入る。

今回は，バイオテクノロジーの主要技術として

の組織培養技術について，樹木を扱った研究の現

状とのからみあいで簡単に紹介してみたい。

組織培養の育種的利用

組織培養を育種に利用する場合には，次のよう

ないろんな目的が考えられる。雑種の育成，ウイ

ルスフリー株の作出，個体の増殖，半数体の作

出，変異体の作出ならびに体細胞雑種個体の作出

などをあげることができる。これらの目的をその

手法あるいは育種上の役割との関連で整理してみ

ると，図･1のように要約できるのではなし？かと

考えられる。

組織培養技術を他の分野のそれと比較してみる

とき，特異的な性格が二つほどあげられる。それ

は，第一には必ず植物体を再生しなければならな

いことであり，第二には遺伝的形質だけが問題と

なることである。前者の植物体の再生が組織培養

研究にとっては最大の難関である。

胚培養

類縁関係の遠い個体間の交配では，とかく受精

はするものの雑種胚の発育停止という現象が生じ

ることがある。このような雑種胚を無菌的に摘出

して適当な培地で培養することによって，この発

育停止を阻止するのが，ここで言う胚培養の一つ

の目的である。樹木ではまだ報告例がないようだ

が，技術的には可能だと考えられる。胚培養のほ

かに，試験管内受精，胚珠培養ならびに子房培養



Ⅱバイオテクノロジーの主要技術－2．組織培養13

育種の役割培養手法 育種目的

はい培養’ 1雑種の育成’一一 ’交雑による変異の拡大

優良個体の譜殖，維持，保存
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叶
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Ⅱ
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同質接合体の作出，育種年限の短縮

←’ 再分化個体中多数の変異体の用意

-斗 労力の節約の

’

－－斗 ’変異の拡大．優良個体の選抜．固定体細胞雑種個体の
作出

細胞エ学による

細胞融合体の培養

図･1組織培養を育種的に利用する際の目的， 培養手法ならびに育種における役割

られている。それを模式的に示したのが図・2で

ある。直接雄核発生の場合と間接雄核発生の場合

である。カルスを経由する間接雄核発生では，得

られる植物体は遺伝的に変異を伴う可能性がある

ことに留意しなければならない。

樹木では，裸子植物のヒノキ科，スギ科，マツ

科，モミ科，被子植物のヤナギ科など15種で半

数体の作出が試みられたが，成功したのはヤナギ

科で1例あるだけだといわれている。

個体の増殖

植物体の各種組織（皮層，えき芽，胚軸，茎

頂，休眠芽，子葉）を培養することによって親木

と同じ個体を多量に増殖することが可能である。

ここで大切なのは，第一には親木と遺伝的に同じ

ものを増殖することであり，第二には増殖の能率

が高いこと，第三にはウイルスなどの病原の除去

などである。

樹木では裸子植物のスギ科，セコイア科，モミ

科，マツ科，ヒノキ科，被子植物のヤナギ科など

21種で増殖に成功している。とくにモミ科など

の裸子植物での成功例が多いが，そのほとんどの

場合が発芽苗の幼苗の一部の組織を用いているの

が特色である。成木を材料とした場合には，増殖

はむずかしいようだ。

カルス培養による増殖

各種移植体から誘導したカルス，あるいはまた

林業技術No,5021984.1

が関連技術として存在するが，ここでは紙面の都

合により割愛する。

満（花粉）培養

花粉起原の半数体植物は，かなり多くの農作物

で作出されている。半数体は，染色体のコルヒチ

ン処理による倍化によってただちに純系を作出し

うるので，交雑育種における育種年限を短縮でき

るという利点がある。

この半数体を作出するには2通りの様式が考え

，
蕾
卜

Ⅲ
満
↓

患灘叺／鵬難
騨閻
前胚カルス化
↓ャ胚

発
生

器
官
形
成

曹
曜
簿

綴
↓
⑮

雄核発生

半数性カルス
幼植

鯵
再生

図･2蒟培鍵より半数体を作る二つの経路

(Reine1．tとEajajによる）
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（ナ

▲図・3樹の枝から形成層を取り

出す方法(Gautheretに

よる）

図･4カルスまたは懸濁培養物かし

らの個体の再生(Winton,

Huhtineuによる）
継代培養カルスの分離カルス誘導移植体

そのカルスを液内懸濁培養に移した培養物によっ

ても個体の増殖が可能である。これらの手法の利

点は，無菌的に扱えることと同時に季節に関係な

く仕事ができることである。しかし，培養に際し

ては遺伝的に不均一な細胞群を扱うことになると

いう欠点もある。しかし，この遺伝的に不均一な

細胞群を積極的に利用し，変異体の作出を試みる

という姿勢も考えられる。

普通には，図･3に示すような具合で1～2年

生枝から形成層周囲の若い組織を無菌的に取り出

し，それを適当な寒天培地に置床することによっ

て仕事を開始する。

各種移植体から誘導されるカルスから個体を再

生する方法を図・4に示した。

樹木では裸子植物での成功例はないが，被子植

物での成功例が多い。マメ科，トチノキ科，キリ

科，ヤナギ科，ニレ科，カバノキ科，ブナ科など

の40種で成功し,中でもヤナギ科での例が多い。

プロトプラストの分離と培養

葉肉細胞あるいはカルス細胞などに酵素処理を

することによって細胞壁を取り除いた球状の細胞

をプロ1､プラストという。このプロトプラストを

培養し，カルスを誘導，そのカルスから器官の再

分化を誘起することによって増殖を試みる方法が

遊離柵状細胞

クチクラ層ペクチン質葉緑体

表皮組織

柵状組織

海綿状組織

》
鯵

ベ
ク
チ
ナ
ー
ゼ

識
錘

液胞細胞間隙
細胞

下側の表皮ははぎとる遊離海綿状細胞フロトフラスト

図・52段階法による葉肉細胞プロトプラストの分離（建部到による）

林業技術No.5021984.1
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ロ垂、

植物体

細胞融合体 カノレス

植物体
2，＋2，

植物体
、＋、

図･6細胞融合の具体的手法

ある。カルス培養による増殖のところでも記載し

たように，この方法によっても変異体の作出が可

能である。プロ|､プラストは細胞壁がないため

に，いろんな高分子物質をすみやかに取り込むと

いう特性を有している。この特性は，次の細胞融

合体の作出にも利用される。

葉肉組織からプロトプラストを分離する方法

は，図･5によって代表される。これは,最初にペ

クチナーゼという酵素で細胞を遊離し，それから

セルラーゼという酵素で細胞壁をとかし込む二段

階法とよばれる方法の模式図である。樹木では一

般に表皮がはがれにくいので，ペクチナーゼとセ

ルラーゼを同時に添加した酵素液の処理によって

いきなりプロトプラストを分離する一段階法とよ

ばれる方法による場合が多い。さらに，樹木には

ヘミセルロースが多量に含まれているために，酵

素液にはヘミセルラーゼ､の添加が必要である。フ

ィールドの葉肉組織からプロトプラストを分離す

るには，葉肉組織そのものが各種の細菌によって

汚染されている場合があり，処理酵素液には各種

の抗生物質の培地への添加が培養に際して必要と

なる。しかし，この場合には抗生物質によって細

胞が影響をうけることも考えられるので，例えば

試験管内サシキによって得られる無菌の幼苗の葉

肉組織から分離するとその後の操作が容易であ

る。

樹木には多くのポリフェノール性物質などプロ

トプラストの分離をむずかしくするような各種の

物質が含まれているので，供試樹種あるいは供試

材料の選択がこの手法の成否を担っていると言え

る。

樹木でプロトプラストの分離に成功しているの

は，裸子植物のモミ科，マツ科，被子植物のクワ

科，ニレ科，ヤナギ科，キリ科など18種にのぼ

り，そのほとんどはカルスから分離されている。

また，プロトプラストの培菱も試みられている

が，特筆できるほどの報告例はまだないようだ。

細胞融合体の作出

植物の体細胞融合による雑種個体の作出は，い

わゆるポマトによって代表される。体細胞雑種個

体の作出は，図･6に示した方法によって行われ

る。ここで，植物体n+11とあるのは，親木に半

数体植物を用いた場合を意味する。したがって，

この種の研究の供試材料としては，半数体を用い

るのがもっとも都合がよいことが理解されよう。

図･6からもわかるように，細胞融合による雑種

個体の作出は多くの段階からなっている。第一に

はプロトプラストの分離であり，第二には細胞融

合の誘起であり，第三にはその融合産物の選択で

あり，第四には融合産物の培謎による個体の再生

である。このなかで樹木を材料とした場合にもっ

ともむずかしい事象は，プロトプラスI､の分離と

カルスからの器官の再分化であると言えようか。

樹木では体細胞融合体の培養によって植物体を

再生した例はまだない。カルス誘導まで成功した

例としてニレ科での報告が一つあるだけにすぎな

い。

体細胞雑種個体を作出するのが目的であるの

で，再生された個体があきらかに異種間あるいは

異系統間の体細胞融合に由来するもの（異種融合

林梁技術No.5021984.1
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Aサイブリット

（原形質の雑種）

図・7異種同士のプロトプラストの融合による雑種細胞と

細胞質雑種細胞の作出(DooDs,RoBERqrsによる）

体，ヘテロカリオン）であるかどうかを把握する

必要がある。同種間でも融合する場合（同種融合

体，ホモカリオン）があるからである。また，図

･7に示されているように，いわゆる雑種(ハイブ

リッド）と一方の核だけが消去されて細胞質だけ

がまざり合った細胞質雑種（サイブリッド）の存

在が，培謎の過程でみとめられるといわれる。

おわりに

以上，簡単にバイオテクノロジーという観点に

たっての組織培養技術というものがどんなもので

あるかを紹介した。植物では核置換に関する課題

も当然理論的には考えられるが，まだまだ将来の

課題であり，今回は省略した。バイオテクノロジ

ーの主要技術としての組織培謎も草本性植物では

かなりの進展をみていることは，新聞やテレビで

読者各位もすでにご存知の方も多かろう。樹木で

はどうだろうか。その答えは，まだ先のことであ

ろう。しかし，私たちは，連日，プロトプラスト

の分離とその培養，あるいは細胞融合の誘起とそ

の融合体の培養に関する仕事に追われている。そ

の結果の詳細はまた別の機会にゆずるとしても，

細胞融合による体細胞雑種個体の作出も今一歩と

いうところまできていると言えるだろう。

樹木を材料にした場合のバイオテクノロジー

に，どのような意義があるのかと問いかけられる

ならば，もう数年その答えを待ってほしいという

のが筆者の気持ちである。

（奮いとう壷倉ら鱸鰯鯉）

11バイオテクノロジーの主要技術

S微生灘霞騨議”利編

志水一允

はじめに

天然界に棲息する微生物はその分泌する酵素に

よって地上のバイオマスを分解，代謝し，炭素循

環に重要な役割を演じている。この微生物，酵素

のもつ多様な機能を活用する微生物工業は種々の

分野で著しい進展を見せている。生物反応が常温

常圧下で行われ，省エネルギー，無公害型である

林業技術No.5021984.1

利点に加えて，組換えDNA技術や細胞融合など

の遺伝子操作による酵素生産効率の飛躍が期待さ

れること，酵素の固定化技術やバイオリアクター

の開発によって酵素の安定化と効率的使用が可能

であることなどから，これらのバイオテクノロジ

ーの進歩は種々の化学工業に大きな影響を与える

ものと思われる。
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一方，石油危機以来，有限な化石資源の代替と

して再生可能なバイオマスが注目され，その食飼

料，エネルギー，ケミカルス等への変換のための

技術開発が行われている。この変換技術として微

生物・酵素を活用する生化学的プロセスの開発に

多くの関心が寄せられている。バイオマスの中で

最大の蓄積量を有する木質系資源の有効利用にバ

イオテクノロジーがどのような成果をもたらすで

あろうか。ここでは現在の研究を紹介するととも

に，今後の問題点と夢を拾ってみたい。

一
一

セロビオース→グルコース

1"｡I“'1．b『￥
セロビオースーヶグルコース

＋

グルコース

■
ｆ
Ⅱ
■
Ⅱ
■
Ｉ

図･1セルラーゼの作用模式図

③セロビアーゼ〔β-(1→4)一グルコシダーゼ〕

セロビオースをグルコースに加水分解する。

結晶セルロースの加水分解はこれらの酵素が図

・1に示すように相助的に作用して進行するが，

Cユセルラーゼがとくに重要な役割を演じてい

る。

2ヘミセルラーゼ

ヘミセルロースは種々の糖残基からなるヘテロ

ポリマーである。広葉樹のヘミセルロースは主に

グルクロノキシランで，針葉樹のそれはガラクト

グルコマンナンとアラビノグルクロノキシランで

ある。これらのヘミセルロースの加水分解にはキ

シラナーゼ，マンナナーゼなどのエンド型グリカ

ナーゼと種々の糖残基間の結合を加水分解するグ

リコシダーゼが必要である。これらの酵素はセル

ラーゼとともに微生物界に広く分布している。こ

れらの酵素は多くの微生物から単離，精製され，

酵素的諸性質や作用機作が調べられている。

3リグニン分解酵素

リグニンはフェニルプロパン単量体が生物学的

安定なC－C結合やエーテル結合で重合した三次

元網目構造をもつ非晶形の高分子である。微生物

分解をうけにくく，木材の耐久性に寄与している

成分である。しかし，一方では光合成を通して年

年地球_上に蓄積される莫大な量のリグニンが微生

物によって分解され，その栄養源になっている。

このリグニン分解に重要な役割を演じているのは

木材腐朽菌の中の白色腐朽菌である。このほかに

リグニン分解能を持つ微生物としては，細菌類

(Pse""zO""s),放線菌類(S""fo"zyces),不完

林業技術No.5021984．1

木材主要成分と微生物・酵素

木材の主要成分はセルロース,ヘミセルロース，

リグニンで，木材腐朽菌をはじめとする多くの微

生物がこれらの成分を分解する酵素を産出してい

る。木質系資源の生化学的プロセスではこれらの

微生物，酵素が利用される。

1セルラーゼ

セルロースはβ一(1→4)一結合したD－グルコー

ス単位からなる鎖状高分子であり，水に不溶性で

結晶状態で存在している。このセルロースをグル

コースにまで加水分解する酵素はセルラーゼとよ

ばれ，原生動物，軟体動物，細菌，菌類，高等植

物など生物界全般に分布しているが，主な起源は

菌類についで細菌である。セルラーゼの実体は十

分に解明されていないが，種々の異なる作用をも

つ酵素からなる多成分酵素系であり，結晶セルロ

ースを加水分解するには少なくとも次の3つのタ

イプの酵素が必要であるとされている。

①グルカノハイドロラーゼ〔エンド型β一(1→4)一

グルカナーゼ〕この酵素はセルロース鎖をラ

ンダムに解裂してグルコースオリゴマーを生成

するが，結晶セルロースにはほとんど作用しな

い。CMCase,C鰯セルラーゼなどともよばれ

る。

②セロビオハイドロラーゼ〔エキソ型β-(1→4)－

グルカナーゼ〕アビセルのような結晶性微細

セルロースの非還元末端から作用してセロピオ

ースを生成する。アピセラーゼ,Cエセルラー

ゼなどともよばれる。
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全菌類(Qz'犯磁",α鋤αIoS"'""M,FWsαγ向""，

Z》"iboSpo》℃〃等),子のう菌類(C""加加伽鋤な

どがある。

リグニンの微生物分解に関する研究は最近のリ

グニン化学松造の進展と相まってめざましい進歩

を遂げているが，リグニン分解に関与する酵素と

して単離，精製され，その酵素としての諸性質が

明らかにされたものはラッカーゼ，ペルオキシダ

ーゼ，セロビオース・キノンオキシドレダクター

ゼなどでまだ数少ない。リグニンを構成するフェ

ニルプロパン単量体の結合様式にはβ一アリルエ

ーテル結合（約50％)，フェニルクマラン結合(約

10％)，ピノレジノール結合(約20％)，ビフェニ

ル結合（25～30％）などがあり，これらの結合の

分解経路が提案されている。しかし，これらの研

究の多くは生菌レベルで行われており，鈍り"℃

でリグニンを分解できる酵素は多くの努力にもか

かわらず見いだされていない。最近，カワラタケ

の菌体外酵素がH302存在下でリグニンを分解で

きることが報告されているが，酵素レベルでの解

明は今後の研究に期待されている。

木材加水分解エ業

木材成分を総合的に有効利用する工業として木

材加水分解工業がある。この工業はかつて加水分

解の触媒として硫酸，塩酸などの鉱酸を用いて，

戦時下などの緊急時に実際に行われ，古い歴史を

もっていて一応確立した技術になっている。現在

はソ連，中国などで行われている。わが国におけ

る最近の例としては昭和37年旭川に北海道の低

質広葉樹を利用する目的で乾材処理能力100t/

日加水分解工場が建設されたが，当時は石油化学

工業の進展の時代でもあって，操業1年後に閉鎖

されてしまった。

しかし，近年，不完全菌のTT"b"ode"邦αγws"

からきわめて活性の強いセルラーゼ系酵素（ヘミ

セルラーゼも含む）が工業的に生産されるように

なり，鉱酸の代わりにこの酵素を用いる加水分解

法が関心を集めるようになった。酵素加水分解法

の利点としては，①耐酸耐圧の反応容器を必要と

林業技術No.5021984.1

しない，②糖の二次分解がなく理論値の糖収率が

得られる，③環境汚染の心配がないなどがあげら

れる。

しかし，これにも，①セルロースと酵素間の反

応性を高めるために加水分解に先立って木材に前

処理を施す必要のあること，②セルラーゼ系酵素

の生産にコストのかかることなど，いくつかの難

点がある。前処理については本誌492号に述べた

のでそちらを参照していただきたいが，最近，経

済的な前処理法として，高温高圧(180｡C以上）

の飽和水蒸気で処理する蒸煮・爆砕法が注目され

ている。この処理によってある種の広葉樹ではヘ

ミセルロース，リグニンを効率的に分別し，セル

ロースを酵素で加水分解することが可能となり，

広葉樹の食飼料，エネルギー，化学工業原料への

変換プロセスにおける経済的で有効な前処理法と

して期待される。

一方，現在,ZWC"ofi@γ"2αからセルラーゼ系

酵素が工業的に生産されているが，バイオマス変

換のために大量に利用するには高価である。より

活性が強く安価なセルラーゼ系酵素の開発がこの

プロセスを成立するための必須条件になってい

る。そのため，より優良なセルラーゼを生産する

微生物菌株を広く自然界から探索．スクリーニン

グすることが行われている。温泉地やアルカリ土

壌に生育する好熱性あるいは好アルカリ性微生物

は熱安定性・耐アルカリ性酵素を産出している。

このような酵素を用いることによって，高温での

反応が可能となり反応速度が増大するとともに，

他の有害な微生物による汚染を防ぐことができ

る。好熱性微生物のうちでセルラーゼを産出する

菌として，細菌ではaOSjγ〃izf"z属，放線菌では

T〃'g""owzo"oSpoγα属，カビではc〃αg加7伽”泌

属,ZWeγ"ZO"SCZZS属などが知られていて,50~

60｡Cで生育する。

微生物の酵素合成には酵素の誘導，反応生成物

による酵素反応のフィードバック制御，異化代謝

物による酵素合成の抑制などの代謝調節機構が働

いていて，必要以上の酵素が生成しないよう制御

されている。セルラーゼ生産菌の酵素生産能を高
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めるためにはこの代謝調節機構を人為的に制御す

る育種法の開発も今後の重要な課題である。

発酵工業

上述の木材加水分解工業で得られる種類は発酵

によって微生物蛋白(SCP),アルコール，油

脂に変換して利用する。現在，パルプ廃液からの

SCP生産に用いられている菌はQz""”α〃""s

（トルラ酵母）やHzgc"ow@j'ces〃αγ"〃（ペキロ

蛋白）である。とくにペキロ菌は単糖類のほかに

オリゴ糖，アルドン酸，酢酸なども資化できる点

や生成菌体を濾別によって分離できる点で酵母

(遠心分離で分離する)より優れている。また，酵

母や糸状菌による油脂の生産も今後の油脂需要量

の大幅な増大が見込まれるため注目されている。

通常アルコール発酵には酵母Sα“〃”り"妙“s

“”りぶαgが用いられ，，モルのグルコースから

2モルのエタノールを生成する。最近の報告では

桿菌〃'犯沈0"αS"ZO""Sは菌体の増殖が早く，

エタノールの生産性も高いことから酵母よりエタ

ノール発酵菌として優れているといわれている。

しかし，これらの菌はセルロースやヘミセルロー

スなどの多糖類やキシロースなどの単糖類を発酵

できない。発酵のための微生物としてはセルラー

ゼを産出してセルロースを単糖にまで加水分解で

き，しかもこの単糖をエタノールに発酵できるも

のが理想的であり，これにより一つのリアクター

で加水分解と発酵を同時に進行させることができ

る。この例としては上述したセルラーゼ生産で好

熱嫌気性細菌αos"j〃""2鋤",郷0""秘加があ

げられる。この菌は60～70｡で生育できるため生

成したエタノールは培養と同時に蒸留される利点

を持っている。

この分野では広葉樹キシランから得られるキシ

ロースのエタノール発酵菌の探索，セルラーゼ生

産菌とエタノール発酵菌との混合培養，セルラー

ゼとエタノール発酵菌による加水分解と発酵を同

時に行うプロセスなどが精力的に検討されてい

る。

バイオテクノロジーの主要技術－3．微生物・酵素の利用19

パルプ工業

パルプ工業では亜硫酸パルプ廃液の発酵による

エタノールやSCPの生産に微生物利用の古い歴

史があり，最近ではメタン発酵や活性汚泥による

廃液の利用や浄化の例がある。

上述したように木材白色腐朽菌はリグニンを分

解できるため，このリグニン分解能力を利用した

微生物パルプ化に関心がもたれている。しかし白

色腐朽菌による腐朽ではリグニンの分解と同時に

セルロースやヘミセルロースの分解が進行してし

まう。パルプ化に利用するためにはセルロースの

分解を極力抑えなければならないが,最近助oγ0‐

かた〃"郷”ﾉ"”"ん"”"zの紫外線照射による変

異操作によってセルラーゼ欠損株が開発された。

その実用化は遠い将来としても興味深い。また，

この白色腐朽菌による脱リグニン処理は前述した

加水分解工業の前処理法として利用できる。これ

は2,000億円産業にまで発展したきのこ産業から

生じる廃ホダや廃培地の活用とも関連している。

そのほかには白色腐朽菌処理とメカニカルパルプ

化法と組み合せて解繊のためのエネルギー削減や

白色腐朽菌がクラフトリグニンを天然リグニンよ

り容易に分解することからパルプの漂白・改質に

利用することなども試みられている。

バイオリアクター

微生物・酵素を効率的に活用するには工程の連

続化や微生物・酵素の安定化，再利用，複合化な

どを可能とする固定化技術やバイオリアクターの

開発が必須である。

酵素は蛋白質であるため水に可溶であり，その

最適な環境下でも比較的早く変性し，その活性を

失う。そのため触媒活性を長く保持し，水に不溶

な固定化酵素を開発して，長期間にわたって回収

利用することが試みられている。酵素固定化法は

図・2に示したように，①水不溶性の担体に酵素

を結合させる担体結合法，②酵素を2個もしくは

それ以上の官能基を有する試薬と反応させる架橋

法，③酵素をゲルやポリマーの微細な格子の中に

林業技術No.5021984.1
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紫

(a)担体結合法 (b)架橋法

(c)包括法

図・2固定化酵素の模式図

包み込む包括法がある。最適な固定化法は酵素や

基質によって異なる。セルラーゼの場合にはこの

酵素が極めて基質であるセルロースと親和力が高

いため，反応槽中に適当な速度で連続的にセルロ

ースを投入すれば酵素は吸着されて系外に溶出し

ないといわれている。これも酵素固定化の一つで

あろう。

また，発酵には固定化微生物が用いられるが，

酵素の場合と同様の方法で固定化される。図･3

に固定化酵素・固定化微生物による木質系資源の

エタノール発酵のためのバイオリアクターの例を

示した。すなわち，セルロースは固定化酵素と微

生物により連続的にエタノールに変換される。

rr

セルロース

(稲わら，木材等の粉末）

且
●●●
●●●6

アルコール

図･3本質系資源のエタノール発酵のためのバイオリアクター

おわりに

バイオマス資源の生化学的プロセスの研究開発

は現在活発に展開されているが,DNA組換え技

術による遺伝子操作によって適当な宿主にセルラ

ーゼ生産菌の遺伝子を挿入してセルラーゼの生産

性を大幅に増強したり，あるいはセルラーゼを欠

き，セルロースを加水分解できないエタノール発

酵菌にセルラーゼ遺伝子を導入することなどの研

究も始められている。今後の微生物工業には大き

な可能性が秘められていると言えよう。

（しみずかす筆鰯繍鱸舗）

Ⅲ農･畜・水産業におけるバイオテクノロジー

開発･利用の現状

木村滋

1．農業分野

農業分野におけるバイオテクノロジーの利用現

状では，組織培養法による優良種苗の大量生産や

林業技術No.5021984|．1

7

やく

ウイルスフリー種苗の生産，蒲や胚培誕法による

イネ等の育種年限短縮や新野菜「ハクラン」の作

出などですでに実用化されています。また，研究
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内での発現調節の研究が行われています。一般

に，光合成効率は，藻類が高等植物に比べて低い

ので，後者のRubisco遺伝子を前者に挿入する

実験が行われています。

高等植物へ異種遺伝子を導入するため，植物ウ

イルスや植物病原細菌のプラスミドのベクターと

しての利用が研究されています。現時点で米国の

ベンチャービジネスより広範囲の作物に利用可能

なベクターの特許申請がでているように，この分

野の研究は手法特許の好対象となっているので

す。根頭癌腫瘍細菌Ag"06"fe"""z”加吹ci"z-

CeSは双子葉植物の根元に蒲を作る細菌であり，
この瘤は細菌のTi－プラスミド(Tumourinduc-

ing)のT-DNAが植物細胞中の染色体DNAと

結合して起こることが明らかになりました。そし

て，この菌の自然感染経路を利用して，植物細胞

に改造T-DNA(病原性を欠いたT-DNA)と

ともに異種遺伝子を導入することが可能となった

のです。この場合,瘤は未分化の細胞集団ですが，

上記の多くの細菌系統と瘤の形態を観察した結

果，瘤から茎や根を分化させる細菌の自然突然変

異体を見つけたのです。そして，その部分の細胞

を培養すると植物体になり，種子を作ったので

す。そこで，この変異体のT-DNAを取り出し，

カナマイシン耐性(Kr)遺伝子と酵母のアルコー

ル脱水素酵素(ADH)遺伝子を組み込み，改造

開発では細胞培養法による突然変異体の作出を試

み，従来の交配。選抜育種では得られない新品種

の育成を行っています。ここでは，組換えDNA

技術による新作物の作出の研究現状を中心に述べ

ましょう。

組換えDNA技術を画期的な新作物の作出に利

用するためには，作物の遺伝子の構造と機能の解

明，遺伝子組込みに用いるベクターの開発，植物

の単細胞から個体作出技術の開発などの研究が必

要です。とくに，植物細胞中での遺伝子の発現調

節機構の解明は，作物育種上不可欠であり，葉，

茎，根の伸長や花芽分化などに関与する遺伝子の

発現のスイッチのオン（開始）・オフ（停止）の

機構の解明は最大難問となっています。現在，植

物の遺伝子の構造の解析は，比較的容易にかつ大

量に入手が可能である種子貯蔵蛋白質の遺伝子，

大豆のグリシニンやいんげんのファゼオリンなど

で研究されています（表・1)。また，葉緑体の遺

伝子，リブロース･1,5．ジリン酸力ルボキシラー

ゼ／オキシゲナーゼ（光合成過程で炭酸固定の初

期反応と光呼吸に関与する酵素，以下Rubisco

と略す),ATPaseなどやミトコンドリアの遺伝

子，雄性不稔因子なども対象となっています。作

物の飛躍的生産性の向上を図るのに,Rubisco"

伝子は各国の研究者によって精力的に研究され，

大腸菌での遺伝子のクローニングをはじめ，菌体

表･1細胞内で発現した主な植物遺伝子および植物関連遺伝子

宿 主

大腸菌

ひまわり
体
し
ん
こ

与
短
磁
嵯
》

い
う

供
と

項目

種子貯蔵タンパク質関連

子遺伝

グリシニン

ファゼオリソ

葉緑体リブロース1．5ジリン
酸力ルポキシラーゼ／オキシ
ゲナーゼ

セルラーゼ

アミラーゼ

空中窒素固定

耐乾性

カナマイシン耐性

CaMVのDNA.

TiプラスミドのT-DNA

オクトピン合成酵素

アルコール脱水素酵素

大腸菌光合成関連

藻類

セルロモナス菌

枯草菌

クレブシーラ菌

サルモネラ菌

大腸菌

大腸菌

クレブシーラ菌

バイオマス関連

空中窒素固定関連

耐ストレス関連
大腸菌
CaMV

根頭癌腫瘍細菌

酵母

ペチュニア

カブ

タバコ

タノ噂．

ベクター関連

その他

CaMV:カリフワラー・モザイク・ウイルス
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T-DNAを作り，種々の方法で植物体に導入し，

瘤を作らせ，そこから植物,体を再生させました。

その結果，改造植物にはI豆やADHの遺伝子を

含み，次世代においてもそれらの遺伝子は存在し

ていました。植物へ微生物の遺伝子を導入するこ

とに成功したのです。しかし，残念ながら,AD

H遺伝子の発現については,ADHは細胞内に検

出されませんでした。今後,ADH遺伝子発現の

ための操作が必要となったのです。

最近，西ドイツのJ.シェル博士らは，微生物

のクロラムフェニコール(Chl)耐性遺伝子の椛

造遺伝子領域に前述のRubisco遺伝子の調節遺

伝子領域を組み込み，タバコの細胞に注入し，細

胞に光が当たるとc凪不活化物質を作り，暗くす

るとこの物質の生産をやめるという新しい性質を

細胞に付与することができたと発表しました（昭

和58年10月)。この方法を使えば，やがて空間

と時間での遺伝子の発現を制御することができ，

収量や品質を思いのままにコントロールできる作

物を作出することが遠い将来可能となるでしょ

う。近い将来に作出可能な新作物としては，除草

剤耐性作物が考えられます。これは，非選択的除

草剤を添加した培地で耐性細菌を選抜し，除草剤

耐性遺伝子を単離し，大腸菌でクローニングして

いるので，これをタバコなどに組み込めば可能と

なる育種方法です。

ところで，植物に感染して発根を促す土壌細菌

A・ｶ知g"Zesが注目されています。この菌を利

用して1本の茎から多数の根を生じさせ，収量の

増加や耐乾性を付与できる可能性がでてきていま

す。この作用も前述のTi-プラスミドと同様な性

質をもつRi－プラスミド(Rootinducing)によ

るといわれています。現在，このプラスミドの遺

伝子解析などが進展しています。

2．畜産分野

畜産分野では，受精卵移植による優良牛の量産

技術の確立，遺伝子操作による家畜成長ホルモン

などの微生物による生産および家畜疾病の高精度

診断液や予防液の開発が先行し，実用化段階に入

林業技術No.5021984.1

っています。受精卵移植技術とは，単胎性の牛に

ホルモン処理によって過剰排卵を促し，人工授精

により多数の受精卵を摘出手術なしに取り出しま

す。そして，同時に発情した他の雑雌牛群にそれ

らを移植して多数の子牛を一度に生産する技術で

す。現在，この技術は実用化事業として実施さ

れ，優良形質を持つ母親から多くの子牛を生産す

ることや社会的に需要の多い品種を急速に増産で

きると期待されています。この研究は引き続き進

展し，受精卵を液体窒素中(-196｡C)に長期保

存（～699日間）したものでも子牛を生産できる

ようになりました。

また，新しい増産技術として，受糖卵の雌雄鑑

別技術と組み合わせた一卵性多胎児の生産技術が

開発されつつあります｡後者の技術は,1個の受精

卵が四細胞期に入った時に4個の細胞に分割し，

その1つを使って雌雄鑑別をすると同時に残りの

3細胞を使って，3頭の子牛を誕生させることを

目的としています。最近，この手法は，山羊の一

卵性双生児の生産で成功しています。この場合

は，二細胞期の山羊の受精卵を分割し，おのおの

を一度ウサギの子宮で育てた後，他の2匹の山羊

に移植して双生児を作ったのです。今後の研究と

して，屠場より採集した肉用牛の卵巣を培養し，

成熟卵子を大量に得て，おのおのを賦活化して除

核する。この除核卵に優良牛の体細胞の核を移植

して培養し，胚盤胞期に達した培養胚を多くの雑

雌牛群に移植して多数の優良子牛を生産する技術

が考えられています。この基本的手法は，処女マ

ウスの誕生やヒトの体外受精児ですでに成功して

いるので，牛などでは幾つかの解決すべき難問が

あるものの，遠い将来可能となるでしょう。

スーパーマウスの誕生（昭和57年12月）は，

組換えDNA技術が家畜の品種改良に応用できる

可能性を一段と強く致しました。将来，象のよう

な大きな肉用牛を作ることも夢ではなくなったの

です。スーパーマウスは，ラット（マウスの約20

倍の重さ）の脳下垂体より分泌する成長ホルモン

の遺伝子をマウスの受精卵に挿入し，次世代にお

いてもその遺伝子を発現させ，普通の2倍ほどの
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大きさのマウスを作ったことなのです。ラットの

成長ホルモンの遺伝子が，マウスの臓器で見事に

複製，転写，翻訳されたのです。この成功の秘訣

は，ラット成長ホルモン遺伝子の構造遺伝子領域

にマウスのメタロチオネイン（金属によって合成

が誘導される蛋白質で，金属の代謝に関与する）

遺伝子の調節遺伝子領域を結合させ，これを大腸

菌でクローニングした後，それらを受精卵に移入

した点にあり，組換え遺伝子の発現を外部より制

御（この場合は生まれた子マウスに亜鉛を含む餌

を与えて》遺伝子を賦活化した）することができ

たからなのです。

微生物による家畜成長ホルモンの量産は，米国

の民間企業で牛，ニワトリなどで成功しておりま

す。この使用目的は，乳最の増加や肥育期間の短

縮（ブロイラーの生産）などです。すでに用いら

れている合成ステロイドホルモンより食品の安全

性の点で有利であるとされ，実用化段階に入りつ

つあります。

モノクローナル抗体利用による家畜疾病の高精

度診断液の開発研究は，保健・医療分野で開発さ

れた基本技術がそのまま適応されるため，いち早

く実用化されています。この原理は，増殖しない

抗体産生細胞（リンパ球）と増殖しやすい腫瘍細

胞を融合させ，抗体を産生しながら増殖する細胞

株を作ることです。ウイルスの感染したリンパ球

は，そのウイルス（抗原）に対してすべての細胞

が特異抗体を必ずしも作るのではなく，その中の

ある細胞のみが抗原の特異部位を認識して特異抗

体を作ります。そこで，その細胞を選抜し，細胞

株を作り（モノクローンの作成)，培養すれば,抗

原に対して非常に高感度に反応する特異抗体を得

ることができるのです。わが国では，豚インフル

エンザウイルス，豚結核菌のモノクローン抗体が

できています。今後，これらの抗体と酵素などを

利用した情報処理システムとを組み合わせると

（バイオセンサーの開発)，病原ウイルスなどの

検出を少量の血液サンプルで簡易，迅速に行うこ

とが可能となるでしょう。

家畜のワクチンは，現在，特定な変異細胞を培
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養することによってウイルスを大量に生産し，薬

品（ホルマリン）処理などして製造しています。

この方法では，ウイルス感受性でも非増殖性の細

胞ではワクチンを生産することができません。そ

こで，農林水産省のプロジェクト研究「細胞融合

・核移植による新生物資源の開発」（昭和57-61

年度）では，前述の細胞融合技術を応用して，ウ

イルス感受性非増殖細胞でも増殖を可能にし，あ

らゆるウイルス性の病気に対してワクチンを製造

することを試みています。

3．水産分野

水産分野におけるバイオテクノロジーの応用範

囲には，魚介類および海藻類の品種改良や養殖用

のための成長ホルモン，ワクチンなどの医薬品な

らびに飼料の効率的生産があります。現在でも，

わが国の動物蛋白消費量の半分は魚類であり，今

後も資源の有効利用がますます重要となる分野で

す。

魚類の品種改良では，核移植による淡水魚のハ

イブリッドの作出が中国科学院（北京）で精力的

に行われています。この研究は，未受精卵を賦活

化して卵核を除き，他種の胞胚期の核を移植する

もので，遺伝変異の拡大を目的としているので

す。農林水産省の研究では，前述のプロジェクト

の中で同様な研究が推進され，成熟未受精卵の調

整技術（卵膜除去法，完熟卵保存法，卵核摘出お

よび破壊技術）などが開発中です。研究者のひと

つの夢は，温帯回遊性のサケを作出することにあ

ります。すなわち，低温性，回帰性のサケ，高温

性，耐病性の熱帯魚および広塩性，広温性のウナ

ギの各培養細胞株を作り，おのおのの細胞を融合

させ，特殊な条件下で任意の染色体をもつ細胞株

を作り，その核をサケの除核卵に移植して目的と

する魚種を作出しようとするものです（図・1)。

魚類の細胞培養は，哺乳類に比べて10年ほど遅

れているといわれますが，魚類の染色体は数も形

態も種類によって大きな差がないとされ，かつ，

魚とネズミの雑種細胞作りが最近成功しているの

で，将来可能となるでしょう。また，冬期間でも
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の貝の80％は黄色真珠を生産することから，希

少価値の高い優良真珠貝を選抜育種することは大

変です。現在，良質真珠の効果的大量雄瀧技術の

開発に組織培養法が応用されようとしています。

優良な真珠の外套膜の細胞を培養・増殖して，そ

の浮遊細胞液をピースの代わりに核と一緒に貝に

挿入して行う実験計画がすでに推進され，その成

果が期待されているのです。

海藻ば，魚介類などの餌として大切であるばか

りでなくその蛋白質や有用成分を豊富に含んでい

ることから未利用資源（バイオマス変換プロジェ

クト）のホープです。その中で，ジャイアン,､ケ

ルプのような藻体長50mに達する種類の海藻も

あるので，太陽エネルギーの有効利用などの面で

今後ますますその利用開発が望まれます。前述の

農林水産省のプロジェクトでは，アオサ，ヒトエ

グサ’アオノリなどのプロトプラスト作成技術を

開発し，細胞融合技術によりそれらの中から有用

な形質を多く持つ雑種細胞を作り，個体に再生す

る研究を行っています。現在では，各種プロI､プ

ラストは’高等植物のそれに比べて寒天培地で容

易に個体に再生することがわかりました。一方，

培養細胞からの個体作出では，高等植物の場合と

同様’ノリでは赤色，緑色，黄色などの色素突然

変異体が出現することが知られております。今

後，これらの中から純系分離した系統が品種改良

や細胞培養による有用成分の生産に利用される日

が近いでしょう。

遺伝資源の保存は，魚介類でも高等動植物と同

様に重要です。系統選抜や交配を繰り返して優良

魚介類の育成をしても，需要の変化によってかつ

ての系統を保持することが施設，経費などで不可

能となるからです。そこで，糖子の凍結保存と雄

性発生（卵の核を放射線で破壊した後，正常な精

子を導入し発生させ，第一卵割時で染色体を倍数

化して生存性の雄，雌を作る法）を組み合せる手

法により，「種」の長期保存を図るアイデアなど

が議論されています。

（書むら↓げる嬢緋水麓技術金鶴事競馬）／研究調査官

劉 蓄
〔熱帯魚〕〔ウナギ〕
高温性広塩性
耐病性広悪性

〔サケ〕
回帰性
イ氏漂件

↓
“

一

↓
合
ｌ
↓
敏
↓
拶

一
愈

↓
細胞の分離噂＞
培養

｛

細胞融合

｜

特殊条件下で
の細胞の選択

｛

核移植

一｜
発生

〔温滞回遊性サケ〕

図・1細胞融合･核移植による新魚種の作出

餌を食べ肥大成長する恒温性の魚類の誕生も将来

実現しそうな夢です。近い将来の夢は，3倍体利

用による巨大サケを作ることです。サケは3～4

年で母川に帰り，産卵を終えると死に絶えます。

この時の魚は商品価値も劣ります。サケを不妊に

すると成熟期がなくなり，平均寿命以上に生存し

続け，体重も大きくなるといわれています。しか

も，この不妊手術（3倍体魚の作出）は，サケの

場合受精卵を湯水(30｡C)に10分間浸すことに

よってできるのです。近々，マグロのようなジャ

ンポサケを見ることもできるでしょう。ただ，こ

のようなサケは，母川回帰本能で日本に帰ってく

るとは考えられません。今のところ，近海を回遊

するカラフトマスやサクラマス，あるいは湖水の

魚類などにこの技術の応用が可能と考えられてい

ます。

真珠は，アコヤガイの外套膜片（ピース貝）を

真珠となる核とともに同種の貝に挿入して作りま

す。この時，できあがる真珠の色（黄，ピンク，

シルバーなど）は挿入するピース員によって決定

されます。そこで，外套膜の細胞を改良すれば良

質な真珠が得られるわけです。しかしながら，こ

林業技術No.5021984.1



Ⅳバイオテクノロジ

遺伝資源の保全

山本千秋

l.はじめに

「組換えDNA技術は人類が火を使い始めた時

以来の最も強力な技術である。この技術を中心と

したバイオテクノロジーの開発競争はし烈を極め

ている。微生物利用技術のポテンシャルを誇るわ

が国も組換えDNA技術ではアメリカに遅れをと

っている。この分野の研究開発は将来の国際経済

戦略にかかわる問題であり，開発体制の抜本的改

革が望まれる」

冒頭から刺激的な表現を用いたが，この種の表

現に象徴されるようにここ数年来のバイオテクノ

ロジー・ブームはすさまじいものであった。科学

・技術の本筋から離れたところでバイオテクノロ

ジー・フィーバーが一人歩きをしていた傾向もあ

ったので，このところジャーナリスティックな動

きが下火になったのはむしろ喜ばしい。

現在，農林水産業にかかわりをもっている人た

ちにとっては，生まれてまだ日の浅いバイオテク

ノロジー（生物工学または生物技術）が，本当の

ところ新しい仲間として迎えいれることのできる

技術として育つのか，自分たちにとって，しょせ

ん「異端」の技術なのか，いまだその正体をつか

みきれずとまどいをもって遠まきにながめている

のが現状である。

たしかに，今のところ組換えDNAを中心とす

るバイオテクノロジーは，微生物を使ってインシ

ュリンやインターフェロンなどの医薬品を製造す

る分野で一部実用化が図られている程度で，食品

工業や動植物育種の分野へこの技術が直接登場す

るのはまだかなり先のこととみられている。バイ

オテクノロジーあるいは遺伝子工学などと聞く

■■■■■
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と

と，今にもすばらしいことが起こるように思いが

ちだが，理論的に可能ということと実用化すると

いうことはおのずと違うものである。微生物や単

細胞レベルで適用されているバイオテクノロジー

が，農作物や林木・家畜などの多細胞成体の改良

にそのまま応用することは現段階では無理であ

り，長期にわたる地道な基礎研究を重ねる必要が

ある。

しかしながら，21世紀が「生物学の時代」と

いわれるように，バイオテクノロジーが病気の克

服，食糧生産の増大，安価な工業原料の供給，環

境の浄化，生命現象の解明など広範な分野で驚異

的な進歩をもたらす可能性を秘めた科学・技術で

あることは間違いない。

一方，バイオテクノロジーは，その効果があま

りに強力であるだけに，その潜在的危険性につい

てもしばしば議論されている。遺伝的に操作され

た微生物が人間や環境に対して有害な影響を与え

ないか，遺伝的に操作された「優良種」の出現に

よって自然の多様な生物種が人為的に絶滅させら

れはしないか，人間に対する遺伝子操作の法的規

制と生命の倫理をどう考えるか，等々の懸念され

る問題について正確な答えを出せるものはだれも

いない。したがってバイオテクノロジーについて

は，安全性に関する厳しい評価と基礎研究の充

実，関連諸科学の調和のとれた発展が特に望まれ

る。

このバイオテクノロジーを取りまく最近の動き

と表喪をなすかたちで遺伝資源の収集・保存に関

する動きが活発化しているのが目につく。本稿で

はこうした点に関する最近の動きについて概観し

林業技術No,5021984.1
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ながら，遺伝資源保全の必要性，現状，今後の方

向などについて考えてみることにしたい。

2．バイオテクノロジーからみた遺伝資源

遺伝資源の保全についてはすでに1960年代に，

国際的にはIBP(国際生物事業計画)の一分科と

して組織的な研究活動が進められた経験があり，

国内では農業技術研究所に種子管理室が設立され

てすでに20年の歴史をもっている。また，1974

年には国際植物遺伝資源理事会(IBPGR)が

設立され，わが国もこれに加盟して植物遺伝資源

の収集・保存および交換を促進するための活動を

行っており，東南アジア，中南米，アフリカ等に

おける貴重な遺伝資源が収集されている。

内外のこうした状況とバイオテクノロジーをめ

ぐる最近の動向を反映して，わが国でも遺伝資源

の収集・保存の重要性が特に強調されるようにな

った。

1982年9月に農林水産省は，「バイオテクノロ

ジーによる生物資源の開発利用の推進について」

の中間報告を取りまとめ，その中で遺伝資源の収

集・管理の必要性，現状，当面の充実方策などに

ついて明らかにした。

同年12月には，国会議員によるバイオサイエ

ンス議員懇談会が「バイオサイエンス推進のため

の生物資源の確保に関する提言」を行っている。

この中で遺伝資源の確保はバイオサイエンス推進

の前提であるとし，特に将来有効に活用できる可

能性のある生物資源を「潜在資源」として重視

し，その収集にあたっての優先順位，保存方法な

どを提案している。

また，1983年春,科学技術庁は「遺伝資源特別

部会」を設置し，その下に植物，動物，微生物の

各小委員会を設けて，およそ1年間の期間をかけ

てわが国全体の遺伝資源保全に関する総合的な検

討を進めている。

さらに1983年12月には，農林水産省は筑波研

究学園都市にある農業技術研究所，植物ウイルス

研究所および蚕糸試験場の3場所を再編し，新た

に農業生物資源研究所を設立して，遺伝資源関連

林業技術No,5021984．1

部門の拡充強化とバイオテクノロジー関連研究の

集中化を図った。また，艇林水産省は1983年度

から10カ年の計画で新規に「作物遺伝資源・育

種情報の総合的管理利用システムの確立」に関す

る事業を実施しており，農業生物資源研究所の遺

伝資源部が，この事業の推進と関連研究活動のセ

ンター的役割を果たすことになっている。

遺伝資源の確保の重要性，緊急性が大きく取り

上げられ，具体的な対処方策が実施に移されるよ

うになった背景として次の点をあげることができ

る。

①世界の人口増加，開発可能地の制約の中で，

世界の食糧需要を安定的に確保していくために

は，遺伝資源を確保し，それを利用した画期的な

作物・品種の開発が重要である。そのために，幅

広い有用形質をもった遺伝資源の供給が必要とな

るが，わが国は遺伝資源が極めて乏しい国であ

り，その豊庫である東南アジア，中南米等にその

供給源を求める必要があるが，これらの国では森

林の開発等により遺伝資源が消滅しつつある。こ

れらの遺伝資源は一度消滅すると回復は不可能で

あり，今のうちに収集・保存を図る必要がある。

②最近の育種技術,特に組換えDNA,組胞融

合等のバイオテクノロジーの進歩によって，交雑

育種では交配が不可能であった野生種，近縁種等

の利用が可能となり，将来に備えて現在は不要と

思われる生物資源まで含めて，現存する過伝資源

を幅広く収集する必要がある。

③「種子戦争」という言葉がひところ話題にな

ったが，種子を制するものは世界を制するといわ

れ，アメリカ等ではバイオテクノロジーの実力を

もつ大企業や石油大企業が種子会社を買収して，

トウモロコシ，飼料作物等の種子産業に進出して

いる。そうして，自ら開発したハイブリッド種子

を武器にして世界制覇へ着々と地歩を固めつつあ

るといわれている。今日では食縫は世界の戦略物

資のひとつになっているが，その食瀧生産のカギ

となるものが種子すなわち迩伝資源である。「遺

伝資源戦略」などという言葉も使われており，遺

伝資源は戦略物資としての地位を占めるに至って
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場からの保全の必要性である。例えばヒエ’アワ

などの多様な品種群は明治まで我々の祖先の生命

をささえた重要作物であったが，現在全くかえり

みられなくなっている。特用樹の多くも同様の運

命をたどっている。しかし，これらの遺伝資源は

日本の「歴史の証人」である。自然と文明の歴史

的産物に関心をはらい，生きた文化財.として系統

的な保全を図ることは，現代に生きる我々の責務

ではないだろうか。

いるということができる。

3．遺伝資源保全の必要性

生物資源は人類の過去から未来を通じて，その

恩恵を受けずに1日たりとも過ごせない重要な資

源である。現在，地球上に存在する多種多様な遺

伝質は何十億年にわたる生命進化の歴史的産物で

あり，一つひとつの遺伝質の中には，無機的，生

物的環境要因との長期にわたるかかわり合いの歴

史が刻み込まれている。したがって，一度失った

遺伝質を再生することは不可能である。

さて，栽培植物遺伝資源の探索・収集の意義と

その必要性を認識させ，方法論を確立したのはソ

連のバビロフである。彼はすでに1928年に，集

団の遺伝的変異性は，その種が発祥し他の地域へ

の分布の中心となった地域で最も高いという一般

論（遺伝子中心説）を提唱した。バイオテクノロ

ジーの隆盛にかかわりなく，遺伝，進化，育種の

立場から豊かな遺伝資源の重要性が古くから認識

されていたが，特に，ここ10年余り，遺伝資源

保全の必要性が強調されるようになった背景を，

前節とは異なる観点から考えてみよう。

第一は近代化による遺伝資源の喪失である。こ

れはさらに，①大規模開発，ダム建設その他自然

環境の破壊による自然生態系の変化に伴う生物種

の喪失，②乱准，乱伐，過剰消費による種または

優良生殖質の絶滅，③特定の優良品種の出現によ

る旧品種の消滅，に分けることができる。「文明

の発展」による地球規模での遺伝資源の喪失が急

速な勢いで進んでおり，我々が遺伝資源の保全と

真剣に取り組まざるを得ない最大の理由はここに

ある。

第二は，前節でもふれたが，食綴および有用原

料の安定生産，増産の必要性である。優良品種の

育成は現在も最重要課題である。特に近年の環境

変異の広域拡大化は，耐塩，耐寒，耐病性などの

遺伝子の必要性が増しており，様々な要求に応え

られる特定遺伝子の収集・保存が重要である。

第三は，現在人類にとって利用価値があるかど

うかの評価は行わず，自然保謹，文化財保存の立

4．遺伝資源保全の現状

わが国における植物遺伝資源の収集・管理は国

公立の農林業関係試験研究機関，大学の付属植物

園や農学部等の系統保存施設，種苗・製薬関係の

企業等のそれぞれの機関で行われているが，その

実態は小規模なものが多く，また相互の関連もほ

とんどなく，個別に管理されている。

農林水産省では，海外への職員の派遣による探

表･1植物遺伝資源の形態別保存点数

（昭和57年3月末現在）

‐
保存形態｜植物の種類’ 保存点数

11,893

13,790

509

49746

4,280

9，232

29818

12,418

1，229

60,915

4,501

1,360

1，171

506

1，487

4,190

869

8D762

6〃865

29，711

90,626

種子

｜小計

|繋繍
桑

野菜

栄菱体花き

いも

工芸作物

牧草・飼料作物

樹木

小計

合計

農林水産省生物費源開発利用研究会(1982):バイ

オテクノロジーによる生物資源の開発利用の推進

について
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索導入，海外の関係機関との交換，国内の希少遺

伝資源の緊急収集事業などによって計画的に収集

している。これらの有用遺伝資源は，農業生物資

源研究所を中心に各試験研究機関で管理してお

り，その現状は表●1のとおり延べ9万点となっ

ている。

わが国における微生物の収集・管理は国公立の

農業・食品・工業関係試験研究機関，大学，醸造

・食品・医薬など発酵産業関係の民間企業等のそ

れぞれの機関で行われているが，この中では民間

の系統保存管理が比較的進んでいる。

膿林水産省では,食品総合研究所(酵母等3,000

点)，林業試験場（きのこ菌株等1,250点）およ

び家畜衛生試験場（ウイルス等1,000点）が，そ

れぞれ研究用微生物として保存している。

森林遺伝資源については，表･1に示したもの

以外に,昭和39年以来,林野庁長官通達「林木の

優良遺伝子群の保存について」に基づき林木育種

場が実施している遺伝子保存林造成事業がある。

優良な天然林または人工林を伐採する前に種子を

採集し，これにより後継林を育成（現地外保全）

し優良遺伝子群を永続的に確保しようとするもの

である。昭和55年現在，13樹種以上，379カ所，

1,018haの遺伝子保存林が設定されている。

5．遺伝資源保全に対する今後の方向

植物，微生物等の遺伝資源の保有数は，アメリ

カ，ソ連等に比較して著しく少なく，また，その

管理体制も立ち遅れている。遺伝資源の探索・導

入のいっそうの促進を図るために，海外での遺伝

資源探索，原産地における育種の共同研究，国際

稲研究所やIBPGR等の国際機関への参画と遺

伝資源の交換をより積極的に進めることが計画さ

れている。

遺伝資源の管理・利用にあたっては，①遺伝資

源の特性に関する調査と評価およびそのデータベ

ース化，②遺伝資源の保存，増殖，提供およびそ

れに関する技術の開発，等を効果的に行う必要が

ある。農業生物資源研究所は，これらの要請に応

えジーン・バンク（遺伝子銀行）機能を有する中
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核機関として設立されたものであり，今後の活動

が期待されている。

わが国の林木では，育種事業の対象になってい

ない針葉樹および大部分の広葉樹は，利用のみで

同一樹種による再造林は一般に行われていない。

このことは，すでにみたように，我々自身の手

で，二度と再生させることのできない，かけがえ

のない森林遺伝資源を多かれ少なかれ喪失させて

いることを意味している。

林木の遺伝資源保全は，その特性から「現地保

全」が最もふさわしい保全方法だと考えられてい

る。しかし，保全を要する各樹種について，どの

地域を，どの程度の面積で，何個体残せば，遺伝

的にも生態的にも保全が万全だといえるのかにつ

いてほとんど科学的根拠を待ち合せていないのが

実情である。森林の遺伝的桃造および地域分化の

解明に関する基礎的研究，あるいは天然林の生態

遺伝的管理技術に関する研究の進展が期待されて

いる理由はここにある。

ただし，強調しなければならないのは，現実の

森林遺伝資源保全をとりまく状況が，これらの研

究の成果の上に立って周到な保全計画を立てるほ

どのんびりした事態ではないことである。現在ま

での知見を総動員して当面の遺伝資源保全を実行

しながら，同時並行的に上述の研究を進めること

が，今求められているように思われる。

（…とちあ倉.鴬蕊蹴鑿）

＜日本学術会議第13期会員選挙＞

中止のお知らせ

本誌500号にて第13期会員選挙の投票等についてお知

らせしましたが，昭和58年11月28日第百国会において

「日本学術会議法の一部を改正する法律」が成立しました
ので，同日をもって今第13期会員選挙の執行は中止にな

りました。

なお，今回の法改正により，日本学術会議会員の選出方
法は「選挙制度」から「学術研究団体からの推薦制度」に
改められることになり，現第12期会員の任期は，「昭和59

年1月20日から起算して1年6か月を超えない脆囲内で

政令で定める日の前日」まで延長されることになりまし
た。
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▲一席（林野庁長官賞）「あしたは日本一に｡'」
金子実（山梨県都留市）

富士吉田市にて。アサヒペンタックス6×7,SMC75ミリ,F16･1/30
02フィルター使用，ネオパンF

林業技術No､5021984.1
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ぐこ席

（日本林業技術協会賞）

「冬のねぐら」

国岡洋一

（北海道函館市）

同市内にてc
アサヒペンタックスS3

タクマー300ミリ

F5.6．1/250

トライX,フィルターUV

《
『

~

＝

、

｡Fq

▲二席「パチパチ作業」

前田賢一（北海道天塩郡豊富町）

サロベツ原野にて。

ニコンF2,ニッコール28ミリ,F11．1/250,フィルターUV,ネオパン400

林業技術No.5021984.1
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ぐこ席

「山里の子供達」

川代修一郎（岩手県盛岡市）

岩手郡玉山村にて。
キャノンA-1,FD35ミリ，
F11．1/250,ネオパソ400

華
蔀
鏑
．

I

志望
工

』

▲三席（日本林業技術協会食）

「木出し」

播間正治（秋田県仙北郡千畑村）

仙北郡西木村にて。
ニコマートEL,F16．シ,1,ツター・オート，

▲佳作（日本林業技術協会賞）

ダ「山で働く人達」
斉藤道夫（北海道恵庭市）

トライX

ｰ

林業技術No､5021984．1
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ぐ三席

「神々 の森」

吉川喜吉

（埼玉県入間郡鶴ヶ島町）

三峰神社にて。

ミノルタXD,ズームロッコール24～50ミ
',F11．オー1，,1､ライX

鱈

i,&

濁
頓1
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ｆ
‐
毎
．
‐

弾
．

○

州
に
緋蕊

叫
０
．
む
り
上
■

。
●
。

‐
一
麹
証
“
ｄ
Ｄ
ｄ
則
り
ロ
Ｉ
．
Ｐ

”
岬
Ｍ
型
恥
胴
、
，
４
剖

郷
翔
認
蝋
●
論

’
1』

缶

●申Ⅱ

1 8
』

蕊

’

＆
１
８

I

=蕊診夢‘翌畠.塗ゞ-←｜
言「鳥居作り」

‐（北海道旭川市）

毎年12月12日，山の安全

一
ゞ
雲

▲三席「復活した木馬」

山に｜茂之（和歌山県日高郡竜神村）

竜神村にて。30数年ぶりの木馬の復活である。
キャノンF-1,35～70ミリ,1/60．オート，ネオパンSS

▲佳作「鳥居f

石川孝一（北海通

同市温根内にて。毎年12月
を願って山神祭が行われる。

林業技術No.5021984.1
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ぐ三席「ひと休み」

松井三郎（秋田県横手市）

平鹿郡山内村にて。

キャノンD,キ.I,ノン35ミリ，
F81/250,UV使用，ネオパン
400

L
ﾔR

矛 ，

~&輻
§

に］

－

鰻慰I

三席し

「集材所」

佐藤久太郎（秋田県横手市）

平鹿郡山内村にて。
ミノルタXGE,ロッコール28ミリ，

F8･オート,UV,ネオパン400

ぐ佳作「こどもの日」

黒沢春寿（茨城県勝田市）

久慈郡大子町にて。

凸

か
Ｌ
Ｐ
ｌ
■
Ｂ
Ｆ
Ｃ
巳
５
●
■
・
や

” 一一一一

林業技術No.5021984.1
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””Y

▲佳作「吊り橋」

青木忠平（静岡県焼津市）

櫟原郡中川根町にて。

q佳作「三角帽子」

秋田隆司（広島県安芸郡海

田町）

同県真庭郡落合にて。タバコの

葉が1本ずつビニールで包まれ，
大切に育てられている。

4

職蜘 Ｉ
Ｄ

Ｉ

吟

亡

熱｛

､ 無

龍。

、

識

▲佳作「枝切り」

竹田則幸（北海道上磯郡木古内IIU.)

＆

"一"一五一汐…

林業技術No.5021984.1
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第22話その3
彬對羅赦策に職を賭Ⅸ去った渡辺全
一戦前期木材関税障壁の構築一

渡辺全いや感心したね。さすがに大蔵省主流

の秀才だ｡わかりが早い。僕が日本林業の情勢や，

アメリカの木材事情などを説明したら，するどい

反問をしながらもすらすらと飲み込んでくれた。

窪田円平渡辺さんの応答がまた一流だから。

渡辺いや，わからん人には通じないんだ。わか

ってくれる人に話すとむだがなくて気持がいい。

窪田そこで肝心の問題はどうなったんですか。

渡辺僕は言ったんだ。この際木材関税をかける

なら中途半端なのは意味がない。徹底して米材を

抑え込むに足る率でやるべきだとね。そしたら藤

井さんも“そうだな”と言って完全に意見が一致

したんだ。そこで幹事会での矢部技師の話をした

らニヤニヤしてね，気にしないで山林局の案を主

張し続けなさいとのことだ。藤井さん自身が決め

てくれるつもりらしい。

窪田ははあ，矢部属は主税局のツッパリ役なん

ですね。話がつくまでの。

渡辺実はそれが危ないところだったんだ。藤井

さんが言うには，すでに入江局長から人を介して

是非この議会で成立させたいから，関税率を譲っ

てもよいがと打診があったんだそうだ。

窪田それはけしからんですね。我々がこれだけ

頑張っているというのに，矢部属なみのツッパリ

役にされたんじや悔しいな。

渡辺でも局長にしてみれば，内容より何とかし

でかすことに関心が大きいだろう。技術的に兄る

より政治的に見るからね。ありがちなことだよ。

窪田なるほど。でもうまく行ったんだからこだ

わらないんじゃないですか。

手束平三郎
（林政総合i淵陛研究所理31卑長）

渡辺さあね。早尾君や君がいちずにやっている

林産課の復活運動で僕がかんでいると局長は思い

込んでいるようだから，これがわかったらよけい

にぐっと来るんじゃないかな。いずれどこかでば

れるだろうがその時はその時だよ。ともかく次の

幹事会で改正案が我々の考えどおり決まれば，次

は議会対策だ。祝杯がてらその作戦を練ろうよ。

窪田渡辺さんがただおごってくれるはずはない

と思ってましたよ。じゃ早速やりましょう。

第二場<東京市内某所，昭和4年3月8日〉

－衆議院関税定率法改正特別委員会で，木材関税

改正に関する政府案が4対4の可否同数，議長裁決

によって可決された日に催された全国山林聯合会と

木材関税期成同盟会の連合大会での会談抄一

川瀬善太郎（大日本山林会長，全国山林会聯合会長，

元東大林政学教授,渡辺全の恩師）渡辺君,思えば長

い道のりだったね。君の献策で全山聯の組織を作

ったのは13年だったが，その前に林産物関税改

正委員会を設けて初めて協議したのは大正10年

だったから足かけ9年にもなる。君の信念と行動

力には脱帽するよ。こんどのつめは特に見事だっ

た。加えて民有林造林促進予算も計上されること

になったし，林業保護と振興の政策購想はおよそ

形ができたわけだね。

渡辺お褒めにあずかって恐縮です。しかし，林

業関係者の世論がこれだけ一致して盛り上がって

まいりましたのは，全く先生の一貫したお肩入れ

のたまものでございましてお礼の申しようもあり

ません◎

川瀬いや，山林会としても，またとない政策活

林粟技術No,5021984.1
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役人ばなれしていますね。でも阪神だけはおたが

いに手に負えなかった。

渡辺そうでしたね。国内産地とのつながりはあ

そこだって同じなんですが，結局はリーダーの識

見と力量でしょうかね。でもこれで関税が決まれ

ば，懸案の聯合会加入に障害はなくなるからいず

れは加入を申し込んで来るんじゃないですか。そ

の時はどうされますか。

小林こつちから声をかけて迎え入れるつもりで

すよ。ほっとけばしこりが磯る。

渡辺さすがですな。安心しました。

小林時に貴族院は問題ないんでしょうな。

渡辺貴族院は衆議院議員提案の法案は大方審査

未了にしてしまいますが，よほどの事がなければ

政府案を否決することはありません。それに私が

関係筋をまわったところ，“林業界の関税引上陳

情は当然だが，木材業界の賛成は，商人には珍し

い目先の利害に拘泥せぬ大局論だ”と感心する議

員が少なくないですよ。多分全会一致でしょう。

小林華族のお坊ちゃんに褒められたんじゃあく

すぐったいが，まあ悪い気持じゃないですね。

第三場〈東京市赤坂某料亭，日時同日夜＞

－砂田重政農林参与官主催の省内関係者招宴－

砂田重政（高田転平の後の腱林参与官，兵蝋県選出政

友会代議士，6年農林政務次官）渡辺君，まあ一献

さそう。ほんとにご苦労だったね。

渡辺万事ご指導のおかげでございます。

砂田実のところ，主税局はなかなか党のほうで

も手に負えないが，あれだけの案を藤井局長に飲

ませたとは大した腕だ。

渡辺飲ませたとはおだやかでございません。意

見が一致しましたので。なお，お言菜ですが，そ

れを声高におっしゃっていただいては困ります。

局長の立場もございますので。

砂田まあ気にするなよ･入江君の手柄にもなっ

ているんだから。

渡辺14日の本会議のほうは少し騒々しくなる雲

動の実績ができて，創立以来の成果を上げること

ができたのは，常務理事を兼ねてやってくれた君

のおかげだよ。だが，心配なのは先ごろから耳に

する山林局内の事傭だ。役所の内情はわかり難い

が，慎重に対処してくれたまえ。早尾君らはいち

ずだが，廃止になった林産課の復活ははたから見

ても容易じゃないと思うね。

渡辺前にも秋田へ転任の話があって断りました

が，一段落したところで，入江局長はまた話すつ

もりでしょう。しかし私は先生のお世話で村II1先

輩のもとへ入省して以来，地方林政一筋を天職と

心得ておりますので，態度は変わりません。

川瀬君があくまでそのつもりなら私も心得てお

くよ。でも何だか心配だな。

小林文之助（日本木材業組合聯合会議長役，東京材木

問屋同業組合長）やあ渡辺さん，よかったですね。

渡辺いやほんとにお世話になりました。今回の

問題で，貿易業界や外材輸入協会，日刊新聞など

の反対は正面から受けて立つ覚悟でしたが，最も

心配したのは木材業界の動きでした。地方業界が

林業と同調しても，もし中心の三大市場が反対だ

と，林材不統一で111林局は立ちすくんでしまう。

ところが小林さんの働きで，東京の同業組合をい

ち早く賛成にまとめていただいたのは百万の援軍

にまさるものでしたね。

小林頭の硬い何人かの説得にはちょっと骨がお

れたが，“遠い他人をあてにして，近い親戚をそ

でにするのか'，で，納得してくれましたよ。

渡辺そんな言い方が通用するのも小林さんなれ

ばこそでしょう。名古屋の組合にも賛成をすすめ

ていただいたし，今回の改正は小林さんがされた

ようなものですよ。

小林いや，名古屋はあなたが副組合長の水谷孝

三君を味方につけたのが賛成への決め手だ。私が

鈴木総兵術組合長に話しかけた時はとても固い感

じでしたよ。女房役のほうから手をまわす手口は

空
I
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行きのようでございますが。

砂田民政党の前田房之助君が修正案を出すが，

一部修正じゃなくて全部現行どおりと言うんだか

ら，これはかなわぬと見た投げ場作りだな。修正

案が否決されたら総退場するんじゃないか。時に

高田転平君はどうだ。君は親しいそうだが。

渡辺高田さんは改正論者ですから，退場どころ

か賛成起立すると言っております。

砂田骨っぽいな。今度民政党内閣になったら，

政務次官に来てもらうといい。そしたら関税は安

泰だ。そしてその次の交代の時にまた俺に引き継

力きせろ。ポストリレーだ。

渡辺ご冗談を，それは私どもには何とも。

第四場<東京府下荏原郡世田谷町池尻村田

重治邸，時昭和4年5月19日〉

渡辺この9日付けで林業試験場勤務になりまし

たので，ご挨拶に参上いたしました。

村田そうだってね。大仕事をやり遂げたという

のに場長というならともかく。まだ白澤君（林業

試験場長明27林学土)がいるし。

渡辺早尾君が熊本，窪田君が東京，石原君が秋

田へそれぞれ出ることになりました。入江局長と

しては一連の処分のつもりでございましょう。

村田こんなことになるのは松波君の辞めたあ

と，技術官の大御所不在の感じだな。武井君（武

井鈴男林業課長明30林学士）がしっかりせにゃい

かんのだが，現役のうちから隠居しちゃ話になら

ない。

■●U

ものがたりりんせいし
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渡辺仰せのとおりで，早尾君や私はまだ石田三

成級でございまして。

村田面白いたとえだが笑えない話だ。僕が辞め

てから10数年で,法学士の体制はますますがっち

りかたまって来たというのにね。しかし君の功績

は天下にかくれもないことだから，当分待犠のつ

もりで自重してくれたまえ。

渡辺有難うございます。先生もご健勝に。

’

以上のような経緯で遂行された関税改正の効果

は溌満で,4年から6年にかけての米材輸入量の
水準は3分の1程度に低下して爾後も漸減しま

す。また，この強力な措置が政策基調になったた
とう

め，あとは均衡論議のみで6年の北洋材向け唐

農･縦,7年の米松の税率調整,8年の南洋材向
け改正等が，大した波乱なくあとに続きました。

そして，同じく4年の民有林造林促進予算ととも

に，昭和初期の林業保護振興政策の体系が整った

のであります。明治後期から盛んになった造林事

業がしだいにその収謹期を迎えようとする時期だ

ったことを思えば，まさによいタイミングだった

と評価されます。

さて，政策の舞台を降りた渡辺は試験場入りし

て博士号をとったのですが，場長にはなることな

く13年に退嵩学識経験者としてのOB生活に

入り，戦災に遡って林業史著述の原稿を失い，20

年秋，千葉県柏II1J･の疎開先で『風塵録』一巻を残

して逝くなりました。63歳でした。

注1：藤井眞信はこの後主計局長，昭
和9年に次官2カ月で岡田内閣の大蔵大
臣に登用されたが，激務のため翌10年
病死した。高橋是清の信任厚く，瀬事畿
膨張の歯止めに心身をすり減らし，本来
●●●

のんきな高橋の考え方を変えさせたとい

われる。賀屋興宣，『健全財政の人柱』－
藤井眞信を懐う，明窓誌（大蔵財務協
会)，昭和28年2月号。

注2：窪田円平は明治44年卒早尾丑
磨と同期の林学士，植民地勤めや民間会
社等多彩な履歴をもつ。戦後鯛哩山梨県
の森連副会長時代，筆者は林野庁造林課

において数度面談した。当時たまたま武
藤博忠課長から森林法改正が上程される
鋪10図会(26年)資料として造林施策の
沿革の取りまとめを命ぜられていたので
いろいろ側いた昔話が今役立っている。

注3:1脳和4年の木材関税総務後，阪
神地区の組合も日本木材業組合聯合会に
加入し，全国木材業界大同団結の態勢が
でき上がった。

注4：4年のあとに縦いた6～8年の
関税改正は渡辺の後任者原三六（明43
林学士，後青森営林局長）と，窪田とと
もに渡辺の輔佐をしていた矢部立志郎

（大3林学士，後青森営林局長）が担当
した。

注5：昭和初期に成立した木材関税制
度は戦時中の貿易途絶により，その実効
性を失ったが，戦後30年代の木材貿易
自由化に先立ち，26年の第三次森林法
成立以後，大部分が廃止されて現在に至

った。

注6：渡辺が林業試験場長になれなか
ったについてはいろいろ複雑な事傭もか

らんでいるが，4年7月に再び平熊が山
林局長に就任したことが大きく響いてタ
イミングを逸したものと見られる。

壷-一bー－－.■ロー窪 毛’ 吟 ’
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明けまして，おめでとうございま

す。

風土の特質から,日本人は,正月を

はじめ“節季”という区切りを，大

切にして来ました。その時になりま

すと，神，仏を祭り，仕事を休み，

“あそび”を主とする生活をいたし
ま

ます。“あそび”は“間”であり，

仕事の潤滑油でした。しかし軍国主

義時代や高度経済成長期など，勤労

意欲の必要性が極度に要請された時

には，そのような考え方を，罪悪視

しました。

ところが，“あそび”のない社会

は，それこそ“間抜け”であり，非

文化，野蛮そのものに陥る恐れがあ

るのです。だいたい余裕のないとこ

ろに文化などというものは育ちませ

ん。精密な歯車だって“あそび”が

なければ，うまく回転しないはずで

す。

－などと申しまして，今月は木

場の正月風景を二つ三つご紹介いた

します。

まず挿絵の“年始回礼”から解説

しましょう。これは毎度，引用する

『木場名所図絵』（昭和初期，木場の

有志によって刊行されたもの）から

の1枚です。

“時津風，枝を鳴らさぬ木場の春，
かみしも

上下姿に威儀をつくろふ年始廻り，
はさ

小僧の持てるは扇箱にて，愁供の挟

み箱を肩に，革羽織着たるもうれし

く，鳥追いの小棲きりりと取上げ，

笠の緒の紅も艶に，三味線弾きつれ

て来かかるさまも，松の内のよき景

物なるべし－”

同書の解説をそのまま引用しまし

たが，おそらくこれは江戸末期の風

景でしょう｡背景の"飾り感"がき
ことぶき

れいです。正月用に産地から“寿”

その他のおめでたい言葉を特別に譜

いて出荷されました。いずれこうし

た品物は，ご祝儀相場で，初荷とし

て仲買さんに引き取られます。

小僧が供する年始回礼は，私の育

った不景気最中の昭和初期にも行わ

れていました。そのころは手拭いを

御年賀と書いた紙に包み，小僧が相

当数風呂敷に包んで肩から前方へか

ついでいました。私は長男だからと

いうので小学校の5，6年から中学

の5，6年ごろまで回礼をやらされ
●■●●

ました。羽織，袴のいでたちは，最

後のころでしたが，それまでは詰襟

りの学生服，小僧も一緒のいがぐり

坊主頭一あまり，いい図ではあり
むき

ません。父は川向こう－江戸向の

お得意へ回り，私は近所，隣から始

まって，町内は一軒ずつ，それと本

所方面のお得意を回るのが担当でし

た。内心はいやでいやでたまりませ

んでしたが，毎年説得され，終われ

ば浅草で|映画を見せてやるというえ

さでつられたのです。

同年の女の子の晴れ着姿はきれい

です。ちょっと，美人の子のいる家

の前を通るときなど，恥ずかしさで

いっぱいでした。無人の家があれ

ば，これ幸いと，だまって手拭いだ

け置いて逃げて来たものです。あま

り近い所はむだだからお互いの年始

回礼をやめようとなったのは戦時色

が濃くなってからのことでした。

巷談「木場の今昔」

やつ

“大晦日の晩に寝る奴あばかだ”
●●●●●

などというはやし言葉がありました

が，正月の準備も忙しいものでし

た。

木場内の売買代金は，買ったほう
◆●●

が判取帖を持って届けるのがしきた

りでした。それを節季にきちんとや

らないと信用にかかわります。この

買った代金を届けるという良い習慣

は，だんだんと薄れてきましたが，

私などいまだにそんな風習で育てら

れたせいか，ちょっとした物でも代

金はすぐ払う。ローンなんかとんで

もないという気持が強く働いてしま

います。

大晦日のそばを食べ，帖面をしめ

るとだいたい12時近く，それから，

ばたばたと掃除，何しろ元日は掃除

をしないしきたりですから，特に念

入りです。除夜の鐘を聞いて残務も

終わると午前2時,3時ごろ,それか

ら八幡様へ初詣で，店によっては毎

年，成田山や浅草の観音様，明治神

宮などへ出かける人もありました。

まだ暗い道を主人，番頭，小僧ど
びろう

もがぞろぞろ初詣に歩き出し，尾寵

なお話ですが，暗きを幸い，一発
へ

－“おや今年の初屍の出は，誰ど

んかい”などと騒々 しいことです。
●●

奉公人の男は－どん，女は－

や，と呼ばれるのが普通でした。

元日は朝寝坊ときまってます。そ

れでも午前11時ごろまでには，神

棚へお供え，仏壇へはろうそく，お

線香を形どおりして，お参りを済ま

せます。終わると，子供たちもかし

こまって父母に，おめでとうの挨

13．木場の正月
松本善治郎
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りこ軒茶屋”という句もあります。

そのころ，正月の初参会は，羽縦

袴の盛装で，松本で行われた由で

す。“常には窮屈袋などと言って，

あまり用いない袴も，この正月年首

回礼や参会のときには形式的に用い

るのであって，一応の挨拶が済むと

袴をとって，お楽にと言うのであ

る。その脱ぎ捨てた袴をたたむの

が，お供の丁稚の役目で，袴の紐を

井桁にたたむけいこができていた

一”（注1)。

小僧の修行もまた，なかなか大変

でした。またこうした会の世話役

は，若い跡取りの旦那衆が，これま
●●

た，修行のため，取りしきり，古老

や宿老のお酒の好み，おさしみの色
●●●●■

分け（例えば，まぐろかたいかな

ど)，なじみ芸者の配分など，今で
●●●●

言えば気くばりの有無を試されたと

申します。“もてなしがきちんとで

きなきゃ一人前じゃない”と私もよ

く先輩から聞かされました。

拶，番頭さんから順次に主人に賀詞

言上という段取りです。それから奉

公人の中には，帰省する人，ひるね

する人，午後3時ごろになると年始

客一一元日の客は親しい人が多く，

夜まで酒になりました。

いつのころからか，私の家では家

族そろって元日に，墓参りをする習

悩になりまして，遠い芝の菩提寺ま

で行き，夕方は料亭で食事をしまし

た。母は1回でも食事の手間が省け

ることを喜んでいたようです。

松の内の間には，たいてい1回ぐ

らい叔父（父の兄）の二号さんがや

っていた下谷の料亭へ家族づれでよ

く行きました。“義理を果たす”と

いうことなんだそうです。

芸者さんや，たいこ持ちなどとい

う人に会えたのもその時です。妹た

ちは，きれいな着物を見てはしゃい

でいましたが，こっちは，いささか

もの心ついた半可通，同い年のおし

ろいべったりのきれいなおしゃくさ

んに淡い恋心をいだいたとて不思議

はありません。

4日はもう仕事始め，製材工場も

うなり声をちょっと立て，早いお店

では初荷も出たようですが，たいて

いはお酒と折詰めが出て，主人が挨

拶をしておしまい。5日からは組合

はじめ，各所の新年会で夜は宴席の

約束が，ぼつぼつと正月いっぱいか

かるなどという人も出てきます。仕

事もぼつぼつというのが恒例です。
おおだな

大店へは，深川のきれい所もご挨

拶に来たり“正月は義理を立てなき
きょう

や''などで，同好，相語らって，侠
しやち垂た

斜の巷へ繰り出す人々など，不景気

の時代でも，正月だけは別という感

じもいたしました。‘‘酒と女の義理
●●

は欠かせない一”とかいきがって

る木場の材木屋さんが多く，‘‘正月

の義理”実は酒色の口実が本当なの

かもしれません。

深川，八幡神社の境内には，明治

の初めごろまで，松本，いせやとい

う二つの茶屋があって繁昌したと申

します。“にぎやかでさびしき名な
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〔注1〕『木場の

而影』巾谷錬次郎

著，東京木材同友

会編，54頁
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年始回礼
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ヒマラヤ向想

なにわ節の世界9．

チョゴリザ(7,654m)

人を使う人間は，権力・自由・責任をもっていること

を自覚し，被使用者に対しては信賞必罰の姿勢を堅持し

なければならないと述べた。そこには冷酷な鉄の論理が

貫徹しているかのようである。事実，そのような一面が

あることを私は認める。とくに私のように「甘え」の体

質をもっている者は，強く自分に言いきかせねばならぬ

点だとおもっている。しかし，それだけでよいのだろう

か。

17世紀フランスの高名な外交官,F.ド・カリエール

はその回想録で，外交の要諦は“誠実”であると述べて

いる。私も大賛成である。冷酷な論理や小手先の器用さ

では人とのつきあい，人使いはできない。一貫した“誠

実”の避難の上に外交的表現が躍動するべきだとおも

う。私たちには，誠実は愚鈍と同居している美徳である

ような心傭がなんとなくある。お互いに言葉の通じやす

い状態で，しかも長期間つきあうときは愚鈍でもよいか

もしれないが，ヒマラヤでは初対面の人たちと，数カ月

の間に，生死をともにすることになる。誠実は，適確か

林業技術No.5021984.1

つ迅速に表現され，相手の心を捉えて，その効果を発揮

しなければならない。

誠実の有効な表現法はなにか。私の意見では，相手の

立場にたって考え相手の面子をつぶさぬこと，自分は信

頼されているのだと感じさせること，約束を違えぬこ

と，約束を守るためには自己犠牲をいとわぬこと，たが

えざるをえないときは率直に謝罪することである鋤罪

のときには，ある程度こちらの弱点をさらけだし，相手

の同情をかうようにしてもよい)。これを言動でもって

表現しなければならない。

こうなってくると，その言動は，選挙運動中の政治家

のようになってこざるをえない。いちいちすること言う

ことがオーバーで，インテリが軽べつする“なにわ節的

世界”である。実は私は，なにわ節的世界が大好きだ。

単純だけれど明快で，人情味がある。インテリは難しい

理屈をもっともらしく述べるが，何のことかよくわから

ない。そのうえ言うばかりで，テキパキしない。

カラコラムのポーターたちは，質が悪いと世界的に有



三

正面にガッシヤープルム蜂(7,925m)

名である。弱みにつけこんでストライキばかりやり，極

めてドライな性質で，恩を感じないといわれている。と

ころがらなのか，そうだからなのか，彼らもなにわ節的

世界は大好きである。それがわかってくると，私はいよ

いよなにわ節的になった。以下いくつかその事例をご紹

介する。

事例1．ベース・キャンプに近づき，氷河の上に新雪

が残っている。それが日射でとけてぐちゃぐちゃにな

り，膝までもぐる。皆，疲れがめだってきた。若いポー

ターが1人，へばってしまって動かない。ハイ・ポータ

ー（高所用ポーター）に採用されて，低地のキャラバン

では10キロほどの荷物しかもっていない彼の兄貴が，

弟をはげましている。

そこへ来あわせた私は自分の荷物をおろし，兄貴にも

っていくように命じた。そして弟の30キロの荷物を担

ぎかけた。たくさんのポーターたちが注視している。兄

貴は弟をどなりつけ，弟は荷物を私から奪いとって歩き

はじめた。兄賞に私の荷物を返せと言ったけれど，返さ

ない。しかたなく（？）私は荷物なしでその日を過ごし

た。これがきっかけとなり，ペース・キャンプから上で

も，いつも兄潰は私の荷物をもってくれるようになっ

た。何かペテンにかけたようで，いまも申しわけなくお

もっている。

事例Ⅱ。それから12年ののち，氷河の上のキャラバ

41

岩 坪五郎
京都大学農学部林学教室

ン中に氷雨が降りだした。乾燥地のカラコラムには珍し

いことだけれど，厳粛な現実である。冷くて,寒い。100

人のポーターたちの衣服がぬれてしまうと危険だ。私は

燕営を決定した。ポーターたちは岩陰でたき火をはじめ

た。ハイ・ポーターはとみると，自分たちのテントを張

っている。

彼らを呼び集め，私としては精一杯の恐ろしげな声を

はりあげた。“なんたることか。おまえたちはそれでも

ハイ・ポーターか。まず，あらゆるテント，グランド・

シート類を出し，ポーターたちの寝場所を確保せよ。早

くしないとポーターはこごえ死ぬぞ。それがすんだら，

サーヴ（だんな方）のテントだ。自分たちのは最後にや

れ”彼らは競いたように働きはじめた。私が驚いたこと

に，行方不明になっていたグランド．シ－卜が，ハイ・

ポーターたちのルックザックから続々と出てきた。

雨のやんだ夕方，私はポーターのお礼の訪問をうけ

た。私たちの生命を守ってくれてありがとう，というオ

ーバーなもので，干しあんずをもらった。翌朝，再び隠

匿されぬよう，グランド・シートを回収し，ストライキ

もなく，ベース・キャンプについた。

事例Ⅲ。K12峰の第2と第3キャンプの間には嫌な場

所がある。主峰からの斜面が急傾斜となり，雪に亀裂が

入って豆腐を並べたようになっている。1週間前，ビル

ディングほどもある豆腐が1つ崩れおちた。その下を通

過するのである。デブリが山稜している。5人のハイ・

ポーターとザイルで結びあい，先頭を歩いてきた私はた

ちどまり，「ザイルをほどけ」と命じた。「ここから100

mは危険だ。1人ずつ走っていけ，私は年とって早く走

れない。後からゆっくりいく」「隊長をおいて先にいく

のはいやです。一緒にいきたい。死ぬのなら一緒に死に

たい」との返覗。内心，皆,1週間前に崩れたばかりだ，

まだ崩れるはずはあるまいとおもっていた。しかし，自

分たちの言動に満足し，酔いしれて，ゆっくり，ぞろぞ

ろと歩いていった。なにわ節の世界だなあ，と苦笑しな

がらも私はうれしかった。
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農林篝濤
親子日曜大工教室に人気

なされた。また，開場とともに一般

来場者がどっと殺到。農産物など特

産品は新鮮なうえ，市場価格の2～

3割引きとあって，両手に買い物か

ごや袋をさげた主婦たちでにぎわっ

た。

「親子日曜大工教室」は,全木連，

日合辿など木材関係団体と東京木場

製材協同組合の協力により，「木の

ぬくもりとすこやかな募らしを」を

キャッチフレーズにして，日本日曜

大工クラブの指導を得て鮒かれた。

連日，棚場早々から大変なにぎわい

をみせ，一時は参加者を制限するほ

どの盛況ぶりであった。親子が汗を

流しながら，小型椅子や本立などの

製作に没頭している姿は印象的で，

“子供の教育には日雁大工が一番”

との声も聞かれた。

また「親子日曜大工教室」の隣り

－農林水産祭｢実りのフェスティバル｣－

農林水産祭は，腿林水産業に対す

る国民の認識を深め，麗林水産業者

の技術改善および経営発展の意欲の

高揚を図ることを目的として行われ

ている国民的な祭典である。

第22回膿林水産祭が，今年も臘

林水産省と財団法人日本腿林漁業振

興会との共催によって，盛大かつ多

彩にとり行われた。

これらの中で，メイン行事である

「実りのフェスティバル」が,11月

12日から14日までの3日間，東京

・晴見の東京国際見木市会場で開催

された。

「実りのフェスティバル」の広い

会場には中央，地方農業団体や47

都道府県など全国各地から直送され

た新鮮な郷土特産品約1,000点が陳

列された。また，全国農協中央会，

全国森林組合連合会等中央，地方農

林水産団体の協力によるパネル展示

や親子で参加する關子日曜大工教

室｣，「ちびっ子乗馬教室」など多彩

な催しがくりひろげられた。初日に

は，幕開けとともに関係者が出迎え

るなか皇太子殿下・同妃殿下がご来

場になり，田代農林政務次官らのご

案内で終始にこやかに場内をご視察

’

(万ha) |総額き諺鐵離恭鍼瀧業I保安林面積の推移
800

I
766

保安林の整備697
ー700

戦後における保安林の整備は，相

次いで発生した水害等を契機として

29年に制定された｢保安林整術臨時

措置法」に雛づく第1期保安林整備

計画（29～38年度)により，災害の

防備を中心とする保安林の配備が進

められることとなった。

その後，39年度からは,第2期保

安林整備計画（39～48年度）によっ

て水需要の急激な増大に対処して，

水源かん謎保安林の拡大整備が図ら

れた°

さらに，49年度からは,第3期保

安林整備計画(49～58年度）によっ

て，生活環境の保全・形成と森林レ

クリエーションの場の提供を目的と

私
・
公
有
林
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三一一一－－－－－－雨一_曾三の木質建材展コーナーでは各種合

板，防腐・防蛾処理材等の展示，

即売が行われ入場者の関心を誘っ

た。

そして，今回は例年とは異な

り，全国森林組合連合会によるグ

リーンキャンペーン事業の一環と

しての「もりとくらしのみどり」

巡回展が実施された。このコーナ

ーには，直接山から運ばれたス

ギ，ヒノキなどの樹木と落ち葉で

生き生きとした模擬林が設けら

れ，特に大きな椎茸をいっぱいつ

けたホダ木に観客の好奇心を集め

た。このほか，丸太の材幹・小径

木による木工品，パネル等の展示

やビデオによる森林の働きについ

てのPRも行われ，入場者の関心

を呼んだ。
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言明治“年'月，新潟県高田市の
＝

'三歩兵隊に1人のオーストリア軍人が
I三

盾,配属された。名をテオドル・フォン
冒

冒・レルヒ(42歳）といい，陸軍少佐
呂

冒（まもなく中佐に昇進）の肩書をも
昌

冒つ，アルペンスキーの名手であつ
＝
＝

言た。’0台のスキーをおみやげに描
舅

言えてきた｡彼は翌45年の’月には
三

言高田を去ったが，丸1年間，スキー
篁

冒の指導に熱を入れ，全国から訓習者
＝
＝

言を集めて教えもしたという。「何の
＝
＝；

言ために高田へ来たのか」と市民を不
＝

言思議がらせもした。現在，高田市内
＝

三の市民スキー場となっている金谷公
＝
＝；

ヨ園に，約10mの1本杖姿のレルヒ
ヨ

ョ像が建てられている。昭和36年1
三

言月，レルヒ来日後50年目の吹雪の
＝
＝

三日に，除幕式が行われたという。
＝

舅高田市ではスキーが伝わってから
＝

＝

言まもなく，まず子供たちが滑りだし
＝

＝

三た。竹の先をまげた手製の竹スキー
＝

言が流行した。軍事用としての有用性
＝

＝

舅を認めた陸軍もスキー生産をすすめ
＝二

言た。こうして高田市はスキーの一大
:＝

薑生産地となった。戦後，冬のレクリ
ニ二

三エーションとしてスキーが流行する
二＝
自＝

言につれ，生産技術も急速にすすん
ﾆニ

ー

だ。昭和31年には合板スキー，つ言
＝

＝

いでジュラルミンをはり，その上に三
三
＝

プラスチックをはったメタルスキーニ
＝

の前身ともいえるスキーを生産し，三
＝

37年には強化プラスチックを利用言
＝

＝

したプラスチックスキーも生産され言
云

呂

た。こうした技術改良を重ねた高田冒
呂

呂

市は,現在でも全国生産量の2割近皇
＝

くを産し，隣りの新井市とともに，冒
＝

言
全国有数の産地となっている。 畠

70年前に伝えられたスキーも，冒
＝

＝

現在では冬のレクリエーションとし三
三

て定着し，多雪地帯では冬の産業と言
＝

してスキー場開設に積極的である。言
＝

前橋営林局管内でも国有林を開発対冒
＝

象とするスキー場開設計画はめじろ冒
昌

押しで,昭和58年4月現在，既設三
＝

51カ所4,627ha,申請11カ所2,407=
＝

ha,計62カ所7,034haに及んでい冒
＝

三

る 。三
＝

雪国にとって雪は発展を阻害する冒
＝

最大の難物であった。しかしスキー言
＝

二

はそれを強力な協力者に変えつつあ三
＝：

二目

る。スキー場の適切な開発，管理三
三

は，雪国にある国有林のこれからの皇
大きな課題となっている。三

（筒封弛夫）三
三

『･P･晶哩f。｡…･理一年

する保安林の整備が竃点的に進めら

れた。

この結果，28年膜末には252万

haであった保安林の面職は>38年

度末には408万ha,48年度末には

697万haとなり，さらに,57年度末

には森林面積の3割，国土面稜の2

割に当たる766万I1a鰈安林の種類

別延面積799万ha)に達しており，

保安林の量的な整備は相当の成果を

みた。

今後，保安林の整備を進めるに当

たっては，森林の持つ公益的機能を

確保するうえで，保安林が担ってい

る重要な役割を積極的に果たし，そ

の機能をいっそう高度に発揮してい

くことが強く求められていることか

ら，保安林の質的内容の向上，きめ

細かな配備および管理等の充実強化

を図ることが必要となっている。

罰11Ⅲ1111ⅡMIIⅡⅡⅡ11ⅡⅡⅡ'ⅡIⅡⅡ'ⅢⅡⅡ'ⅡⅡIⅡIⅡⅡⅡ111ⅡⅡⅢ111ⅡⅡⅡ111ⅡⅡ111ⅡⅡ111ⅡⅡⅡ皿!Ⅱ'ⅡⅡⅡⅡⅡⅡIⅢⅡⅡ111ⅡimⅡⅡⅡⅡ川iⅡ11Ⅱ11Ⅱ1NⅡ11ⅡⅡⅡⅡⅡⅡiINI喬

林業技術No.5021984.1

I 一司一＝■’



44

園珊棚1

小林 享 夫著

新版緑化樹木の病害虫

(上)病害とその防除
(社）日本林業技術協会

東京都千代田区六番町7

電話03－261－5281

昭和58年9月20日発行

A5版326頁'(カラー口絵6頁）

定価3,500円（〒300円）

§縁繼樹木の蒲害虫
1，牢叩と:｡駒1詞

画

“庭に樹を，街に緑を"，日本経済

が高度成長をたどるなかで，昭和

40年の住宅新設戸数は86万戸であ

った。これが昭和48年になると実

に190万戸と急テンポで増加した。

新築された家々には思い思いの種類

の庭木が植えられた。また，住宅団

地や街路等には街路樹が，工場内に

は庭園樹が植えられて人々の心に安

らぎを与えてくれている。

これら緑化樹木は植栽後年を経る

にしたがって，植栽地の環漉条件も

影響してか年々病害虫の発生が目立

つようになってきた。

林業技術No.5021984.1

寧掴で

従来，山林植栽用の樹種を中心に

研究が行われてきた病害虫は，緑化

樹木を抱えることにより樹種の多さ

とともに，次々に明らかにされてい

く真新しい病害虫が続々と登場し，

そのたびごとに原因の究明を迫られ

た。

国立林業試験場はもちろん，公立

の試験研究機関でも，大きな力をこ

こに集中し，研究開発を行ってきて

いる。

そのころから，緑化樹木生産者を

はじめ多くの関係者から，緑化樹木

の病害虫についての正確な記載と防

除法をわかりやすく盛り込んだ専門

書の登場が待たれるようになった。

このようなすう勢のなかで『緑化

樹木の病害虫」（上，下）が発刊さ

れたのは昭和52年であった。現場

に携わる人々にとっては，ほかにも

同種の専門書がある。しかし，内容

的に記載事例が少なかったり，正確

さを欠いていたりして利用する側に

は一抹の不安を与える場合も多い。

この点，本普の場合には事情が述

う。著者が永い間自ら研究に取り組

み，数々の業縦をあげるかたわら，

公立試験研究縦関の指導者として詳

細なデータの蓄職を行ったうえでの

刊行だからである。

箪者をはじめ，本書を利用する人

人にとっては，かけがえのない良書

である。

今回，既刊のものが絶版になった

のを磯会に新しい惜報をフルに盛り

込んで従来よりも84頁増で発刊と

なった本書は，類書の追随を許さな

い貴重な番といっても過言ではな

い◎

新版を手にすると温かい思いやり

にすぐ気づく。現場での対応にせま

られて困る人々のために「診断のた

めの基礎知識」を追加し，「主な共

通病害とその防除法」の項でも輪紋

葉枯病，灰色かび病，がんしゅ病を

加えた。さらに，樹種別の病害の項

では，ソテツ,イチイ，カヤ,ナギ,セ

コイア類，コノテガシワ，ヤシャブ

シ,クルミ，クリ，インドゴムノキ,イ

ヌピワ，アコウ，フサザクラ,カツラ，

アケビ,ムベ，タイサンポク，バイカ

ウツギ,ヒウガミズキ，イヌツゲ，マ

ユミ，ニシキギ,ツタ，キヅタ，シナノ

キ，ポダイジュ，セイヨウシャクナ

ゲ,カルミア，ドウダンツツジ’ナツ

ハゼ，ヤブコウジ，ムラサキシキブ，



ハクチョウゲ，サンゴジュなど30

余種の病害を加えた。もちろん，

従来から記載されている樹種のな

かにも，新規の病害が随所に加え

られている。カエデ類を例にとれ

ば，近年街路樹の病害として話題

の多い首垂細菌病が最新の情報を

ふまえて解説されている。

現場に携わる人々は，難しい解

説書はあまり必要としない。むし

ろ，本書のように，内容が最新で

かつ正確なこと，判断に必要な病
ちよう

徴写真が鮮明に数多く掲載されて

いること，文章が簡潔で読みやす

いことなどのほうが大切なことが

らなのである。この点，本書はす

べてを満足させてくれている。そ

のうえ，従来の多くの類書は索引

が本の最終の部分についている。

これは，しょっちゅう本を利用す

るものにとっては大変不便なこと

なのだ。これでは，万が一･電話に

よる応答のさいなど，目標の頁を

簡単に片手で本の頁をめくりなが

ら，などという具合にはいかな

い。この点も本書は索引が最初の

部分についていて手軽に必要な内

容を見いだすことができる。

まさに，病害虫対策の専門書と

しては決定版といえるだろう。

これらの点を考え合わせると，

緑化樹木の生産者，造園の設計お

よび施工に携わる方々，緑地の管

理に関係する方々はもちろんのこ

と，都道府県の普及業務を担当す

る方々および試験研究職員，国有

林で緑化樹木の生産等に携わる方

方等個人の方々も含めて座右の書

として本書を備え，緑化樹木の病

害対策の一助にされることを心か

ら期待するものである。

（茨城県林業試験場・近藤秀明）
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"=だき〃

危うきかな，わが国有林

さきごろ国有林経営の改善を求め

る林政審の答申が出た。土光さんの

臨調路線にそったものだが，一読し

たところ，赤字解消だけがひどく強

調されていて，国有林経営の本来あ

るべき姿，将来ビジョンといったも

のがほとんど描かれていない。確か

に赤字をなくすのは必要なことだ。

しかしもっと大事なのは立派な森林

を造ることであろう。国土の背骨を

なす国有林にすばらしい森林がよみ

がえるなら，その費用を負担するこ

とに国民もやぶさかでばあるまい。

「昔は民間の山よりも国有林のほ

うがずっと良かった。今ではすっか

り逆になっている」こんな話が各地

で聞かれ始めてからすでに久しい。

日本の林業技術者の面目丸つぶれで

ある。このうえ，財政再建のための

「自助努力」を国有林が強く求めら

れるとするなら，収入の増加と支出

の削減が至上命令になるだろう。値

段が安くとも比較的若い林を伐らね

ばならない。森林造成や保育への資

金の投入はいっそう難しくなる。民

有林との落差がまた一段と開くかも

しれない。

そもそも，国有林というのは，公

益性などの観点から，私的所有にゆ

だねるのが望ましくない森林一し

たがって私経済ベースに乗らない森

林を所有し経営するのが本旨ではな

かったのか。本命の森林造りを犠牲

にして赤字解消に走るのは本末転倒

であり，自らの存在意義を否定する

ことだと知るべきである。その意味

では独立採算制を建前とする現行の

会計システムが問題になると思う

し，この制度の枠組の中で累毅赤字

の解決をはかるのは，どのみち無理

なような気がする。制度の変革をも

併わせて検討すべきであろう。

昨今のように木材不況が長びけ

ば，専業的な林業経営に赤字が出る

のは当たり前である。まして森林椛

成の改善途上にある国有林にしてみ

れば，ここ当分支出超過になるのは

避けられない。さらに，国土保全や

自然保護の面で，収入の見返りのな

い支出もかなりあるだろう。こんな

ものまで十把ひとからげにして，赤

字をなくせ，と言うのは暴論であ

る。

もちろん，本来の山造りのための

事業量に比して要員が多過ぎると

か，仕事の仕方が非能率というので

あれば，徹底的に合理化すべきであ

る。しかしそれにはまず，本来の山

造りとは何であるかをはっきりさせ

ねばなるまい。このような長期展望

があってこそ，制度の改正や赤字対

簸の面でまつとうな方向が生まれて

くる，としたものだ。もとより，関

係当局および各位におかれては，こ

れくらいのことは百も承知とは思う

が，はたで見ていると，まことに不
つのた

安である。角を矯めて牛を殺すこと

のないよう，くれぐれもお願いして

おきたい。（狂）

(この柵は編集委員が担当しています）

林業技術No.5021984．1
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枝打ちが生長におよぼす影響

(Ⅳ）－地位の低いスギ林分

の場合

日本林学会誌65－11

林試・四国支場竹内郁雄

1983年11月P.427～431

枝打ち，とくに生枝打ちは，生産

の担い手である葉を除くため，その

後の生長が減少することが知られて

いる。ここでは，地位の低いスギ林

分を対象に枝打ちを行い，生長の悪

い林分で枝打ちの影響を枚討したも

のである。

試験地は,14年生のスギ林分で，

その植栽地域の中でとくに生育の良

くない場所を選び設定し，胸高直

径，枝下直径，樹高，枝下高を測定

した。枝打区は，皮つきの枝下直径

が4“になるように枝打ちした後，

枝打高を測定した。

枝打ち2年後と3年後について調

査した結果，胸高，樹高ともにその

生長は対照区に比べて低下してい

る。枝蕊競の回復は，地位が高く生

長の良い林分に比較し，地位が低く

生長の悪い林分では長期間を必要と

する。その結果として，幹生長も枝

打区で低下が大きくなる。生長の悪

い林分は，枝打ちを行うべきではな

いといわれるが，この調査結果でも

地位が低く生長の悪い林分は，生長

の低下が著しかった。

枝打ちによる材の変色とその対

策

林試・四国支場竹内郁雄

林業技術No'5021984.1

林経協月報No.266

1983年11月P、2～7

スギ，ヒノキを対象に枝打ち，と

くに生枝打ちに伴う材の変色の実態

を紹介し，その対策について解説し

ている。

変色は，枝打ちに限らず幹が傷つ

いた場合に発生し，枝打ちでの変色

の発生原因となる幹の傷は，材部の

傷，樹皮剥離，残枝割れに大別され

る。変色の広がりは，傷の種類や大

きさ，枝直径の大きさ等により種々

なものがみられる。変色は若齢林分

に比べ壮齢林分で極めて大きい。ま

た変色は残枝下方が上方よりも大き

くなり，一方，自然落枝の変色は，

変色幅に対して変色長が小さい傾向

がみられる。

変色対策としては，枝打ちの時期

を誤らないことにあるが，それはま

た無節材の生長にとっても大切なこ

とである。生産目標を10.5cm角と

すれば，枝着生部の畿大幹直径6cm

以下で枝打ちを繰り返すべきであ

る。この数字を守ることは容易では

ない。中途半端な枝打ちは，無節材

生産，変色ともに効果が上がらず，

かえってマイナスとなる。

天然林における遺伝的資源の保

全と利用・管理－東大北海道

演習林の実際

東大・北海道演習林倉橋昭夫

北海道の林木育種26－1

1983年10月P.25～30

当演習林が昭和33年以降実施し

ている“林分施薬法,'の成果と現状

が紹介されている。

この施業法は，主として更新の状

態と構成木の形質に基づいて天然林

を択伐，補植および皆伐の3林分に

類別し，それに適した択伐か小面積

皆伐を行い，いろいろな補助作業を

行うものである。而稜比でみると，

択伐林86％，補植林分10影’皆伐

林分4影で，択伐林分がほとんどで

ある。択伐および補植林分は生態系

重視天然林，皆伐林分は辿伝子群改

良天然林に対応する。

主体をなす択伐林は質的改良の成

果がみられるが，部分的にはいろい

ろと問題がみられる。すなわち，奥

地では択伐跡地が孔状化し，ササや

カエデで占められており，多くの樹

種が単木的あるいは小群状に混生さ

せることによる広葉樹の優勢化，昭

和56年の15号台風による被害跡地

での広葉樹の旺盛な再生力など，針

葉樹を中心とした更新技術の確立が

重要な課題となっている。

時間軸を加えた密度管理図の考

え方一収穫表を中心として

林試・北海道支場佐藤明

北方林業No.416

1983年11月p.11～15

林分密度管理図の利用範囲は広い

が，この管理図から地位や林齢の違

いによる差異を読みとることは難し

い。そこで，この管理図に時間軸を

加えることによって，林分材積と立

木密度の関係が時間とともにどのよ



うに変化するか，ひいては地位の差

がどのようにあらわされるかについ

て検討した。

時間軸を加えた密度管理図に収種

表の値をプロットし，三次元生長曲

線や生長曲面を描き，これらの結果

に加えて，さらに地位の差異の現れ

方などから，次のような傾向のある

ことを指摘している。

それぞれの樹種，地位ごとの生長

曲線の形状がはっきりしないこと，

収種表による地位の差の現れ方に，

密度さい面の多層の場合が認められ

ること，収職表より描く生長稜線の

軌跡について，地位の低い三次元生

長曲線ほど早くから生長稜線より離

れること，などが指摘されている。

地域木材工業の研究開発と技術

普及：鳥取県における動向

鳥取県工業試験場

木材工業No.441

1983年12月P､38～44

マツクイムシ被害材の有効利用に

ついて報告している。試験を行った

被害材は当時激甚地であった倉吉市

の周辺で成育したアカマツ材であ

る。辺材部は青変菌に侵されている

ものが多いが（心材部は全くない）

ヤニの流出はほとんどみられなかっ

た。

強度試験の結果では，30年未満

は標準材と比べてすべての試験で低

い値を示したが，30年以_とは曲げ

ヤング率を除き，標準材と比べて遜

色がない。その他劣化，吸水’接着

性能，木ネジや釘の保持力などにつ

いても試験を行ったが，劣化の程度

を除いて健全材と大差はない。材質

の低下を防止するためには，伐木後

早期に利用する必要があり，また製

材後ただちに天然乾燥か人工乾燥を

したほうがよく，衝撃的な荷重のか

かる部分の使用はさけたほうがよ

い。県内の木材加工業者は，大径木

を製材し有効に利用している。

機械化作業の仕組みの確立に関する

研究：〔2〕間伐材搬出事例につ

いて

滋賀県森林センター前田正治ほか

機械化林業No.360

1983年11月p｡31～33

間伐材における搬出作業につい

て，安全で省力的な機械化方法とし

て，自走式架線運搬機（トップキャ

リー）の搬出調査結果を紹介してい

る。

他の搬出機械に比べて，あまり高

度の技術を必要とせず，架設，運

転，補修，撤去が容易である。しか

し，ワイヤーロープを使用して空中

を走行するため，ワイヤーロープの

取扱い，積載荷重の制限，索道にお

ける内角側の作業禁止，完全な中間

支柱の設置等を習得する必要があ

る。

本磯により27年生スギ,ヒノキ混

交林において架線延長200m,中間

支柱5カ所で実施した。その結果平

均すると3.56m3/時間,21.31n3/

日,7.1m3/人，サイクル時間12~

14分であった。なお調査実例をも

とに間伐林における集材方法の作業

指針がつくられている。

ウルシの仕立方と採漆量

新潟県林業試験場

林業新潟No.370

1983年11月p.4～5

現在ウルシを採取しているのは，

岩船地方が主で，萌芽や根からの不

定芽で育った樹幹である。

ウルシ林の造成方法は，本誌No.

376号で紹介されているが，ここで

は辺掻き，裏目掻き，止め掻き，枝
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掻き等仕立方が解説されている。ウ

ルシの採取量は，直径が大きく枝張

りのよい木が多く，したがって混み

すぎないよう10アール当たり直径

10cmで130*,15cmで80本程度を

目安とする。

針葉樹のこ屑を利用した“ナメ

コ栽培”

新潟県林業試験場

林業新潟No,371'、

1983年12月p.4～5

培地材料としてブナ等の広葉樹の

こ屑が用いられてきたが，入手困難

になりつつあるので，国産，外国産

の針葉樹のこ屑の利用化と新しい謎

分基材の利用効果について試験し

た。

のこ屑としてスギ，アカマッ，北

洋エゾマツ，北洋カラマツの4樹種

（いずれも散水堆溌3カ月処理し

た)，新漣分基材としてトウモロコ

シ糖，フスマを用いた。これらのの

こ屑と処理方法，添加縫分基材を組

み合せることによって十分実用化が

図られる。

「自然保護」と地元経済の接点

を求めて－屋久島の場合

島根大幾伊藤勝久

林業経済No.421

1983年11月p、6～10

保謹の対象として森林が設定され

るとき，林業との抵触を若起する例

が少なくない。こうした自然保謹と

林業とのかかわりについて屋久島の

場合を考察している。以下，屋久島

問題の背景と現在の位相を明らかに

している。「開発派」が押し切られ

た形で一応の結着をみたが，他の地

域でこうした問題が起こった場合，

同一の価値尺度と合意形成方法の確

立が必要となる。

林業技術No.5021984.1
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眉 唖

林業試験場研究報告No.322

林業試験場

昭和58年3月

口在来工法木造住宅の実大火災実験

本試験は，木造家屋の火災で，第

一に問題となる室内火災をとりあ

げ，室内での「区画防火」の効果を

総合的に検討したもので，試作した

実物大住宅による火災実験を実施し

ている。

具体的には，区画による防火効果

を延焼速度によって考察し，「区画

防火」のために施工される材料の性

能，室内の構成材料の組合せ，難燃

ドア，難燃引戸の防火性能，木製サ

ッシ窓とアルミサッシ窓との防火性

能の比較，簡易なファイアストップ

による壁の防火効果などを総合的に

検証している。

この結果，難燃ドアは遮熱，遮炎

の防止性能に優れ，有効に作用した

が，今後の改善策としては，軽量化

の必要があること，木製サッシ・線

入ガラス窓は，アルミサッシ窓に比

べ室内火災に対しては，破壊，脱落

が遅く防火対策上有利であること，

等が明らかになり，既存の木造住宅

の防火改修に有効な「区画防火」の

設計施工について，有益な指針が得

られた，としている。

口木質燃料による温水ボイラーの燃

焼試験(第1報)－加熱型ボイラー

による燃焼試験

口木質燃料による温水ボイラーの燃

焼試験(第2報)－貯湯型ボイラー

による燃焼試験

ロ木質パネル構造に関する研究（第

林業技術No.5021984.1

※ここに紹介する資料は市販されない

ものです。発行所へ頒布方を依頼する

か，頒布先でご覧下さるようお願いい

たします。

llilllllllll

3報）－解析的手法による耐力壁

の評価法

（研究資料）

□30年経過した木造住宅における鉄

釘の劣化調査

口パルプ中の硫黄通

□34年経過した鉄鋼モルタル壁にお

ける鉄釘の劣化調査

演習林報告第19号

愛媛大学農学部附属演習林

昭和57年12月

く論文＞

ロ重信川流域における森林職成と林

地保全に関する研究(Ⅱ)－－基本設

備としての路網

口花崗岩風化土地域の林道土工構造

物表面の侵食について(Ⅲ)－モデ

ル路面での雨水流出と侵食

口挿木スギ林の生産特性に関する研

究(1)－品種の生長差と樹冠内光

透過

口山腹崩壊発生の確率的評価につい

て（英文）

口盛土のり面の植生保護工に関する

研究(XWI)一一石手川堤防のり面で

の現地試験結果

ロマサ土ノリ面の表面侵食におよぼ

す粒度分布の影響について(Ⅱ)－

地表流下水および侵食土砂の流出特

性

ロ宇和地方ヒノキ林土壌の研究(1)

愛媛県宇和地方の限られた小地域

にのみ生産される「宇和ヒノキ」

は，戸桟材料として高く評価されて

いるが，これは，特別な保育，品種

によるものでなく，この地域の特殊

な環境条件によるものではないかと

いう観点にたって，これを土城の面

から解明するため，宇和町全域を3

地域に分けて土壊調査を実施し，結

果について報告したものである。

ロヒノキ林の充実種子の生産に対す

る林齢と種子寄生蜂の影響

く以下資料＞

口生活環境保全的山腹植生工におけ

る樹木の選択導入に関する一考察

ロヒノキ人工同齢林への択伐作業の

適用(1)一試験地設定と基本的事

項の決定

他4資料掲載

研究報告第13号

山形県立林業試験場

昭和58年3月

ロ鶴岡市のスギ人工林に発生した冠

雪害に関する二，三の考察

口広葉樹二次林の実態調査報告（中

間報告）

ロ特用林産物の生産と流通一生産

者および消費者に対する調査と分析

本報告は，山形県における特用林

産物の生産の動向と流通の特徴，生

産者に対する実態調査と経営分析，

消費者の意識椎造に関するアンケー

ト調査等についてまとめたもので，

主な調査項目は，生産・流通の特

徴，特産農家の調査，消費者織造の

調査となっている。

ロ松の枯損防止新技術に関する総合

研究（第1報）

□つちくらげ病防除試験（第1報）

□つちくらげ病防除試験（第2報）

口林道法面緑化（植生復元）に関す

る研究

口山腹既施工地の植生遷移ならびに

追肥の効果に関する研究

籍
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◎常務理事会

昭和58年度節3回常務理事会を

つぎのとおり開催した。

日時：昭和58年12月14日

場所：本会5階会議室

議案：昭和58年度会務運営およ

び小畠専務理事の辞任につ

いて,理事長より詳細説明。

出席者：猪野，島，大福，大矢，栗

原，塩島,鈴木,滑川,吉田,宮下，

山田，（監事）新庄，光本，惨与）

林野庁林産，計画，造林，治山，研

究普及，業務の各課長または代理，

噸間）福森，松井，坂口，蓑輪。

◎海外派遣

パラグアイ国北東部林業資源調査

のため，村松理事，若森課長，久道

｢林業技術」編集委員（五十音順）
岩佐正行林野庁造林課

勝久彦次郎林野庁林産課
北川紀彦林野庁研究普及課

北村徳喜林野庁計画課

坂口糀吾林業試験場経営部

柴田秋治国土緑化推進委員会

下堂健次林野庁業務課

理事長猪野I職

常務理事尾崎克幸
栗原浩
鈴木照郎
滑川常男

島俊雄

理事沢田秀邦

川名明
松田尭

横田英雄
田ノ本栄
山田茂夫

監事新庄稔

顧問松井光端

簑輪満夫

職員一同

課長代理を11月25日～12月24日

までパラグアイ国へ派過した。

◎林業技士養成講習

昭和58年度林業技士謎成諦習ス

クーリングをつぎのとおり実施し

た。

1.林業機械（11月21～26日）

場所本会5階会議室

2.森林評価(11月29日～12月3日）

場所本会5階会議室

3.森林土木（12月5～9日）

場所木材健保会館

4.林業経営（12月12～16日）
場所三会堂ビル石垣記念ホール

◎小畠専務理事辞任
専務理事小畠俊吉氏は，株式会社

興林コンサルタンツ代表取締役社長

に就任のため，11月30日付けをも

って辞任された。

◎調査研究部関係業務

鈴木和夫

中岡茂

中野真人

中村英碩

西垣休広
藤原勝敏

森徳典

東京大学艇学部

林野庁森林保全課

資源協会

東京農業大学
東京都挫林水産部林務課
林業試験場木材部
林業試験場造林部

大福喜子男

神足勝浩
辻良四郎
吉田雅文

大島政男
谷井俊男
大日方英雄
弘田尊勇

宮下安雄

光本政光

福森友久

大矢寿
塩島厚一

中村英碩

梶山正之

加藤正義

筒井迪夫

宇田定統
桑山秀夫
村･松保男

坂口勝美

"ミ

1.11月14，21日本会会議室におい

て水源地森林機能研究会幹事会を開

催した。

2.11月29日長野県富士見町におい

て都市近郊等国有林野の土地利用計
画について地元協議会を開催した。

3.12月13日本会会議室において水

源地森林機能研究会第3回委員会を

開催した。
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明日へのびる国有林

謹 賀新年

北海道の国有林は

自然を守り自然を利用して

活力ある森林づくりに

努めています。

昭和59年元旦

北海道営林局
札'幌市中央区北二条西一丁目

豊かな明日を願って謹賀新年
昭和59年元旦

日本の緑｡国有林

緑を育て緑を守る

旭川営林支局

〒07O旭川市神楽4条5丁目419



謹賀新年

年輪が語る木目の美しさは

オホーツクの寒風に育った

北見の森林から生まれます

国有林材をご禾U用下さい

北蕊局
明日へのびる国有林

謹 賀新年

豊かな森林

豊富な樹種国有林をご利用下さい
優良な材質

鯨
日本の緑国有林

Y舌力ある森ｵ木を育てる

帯 広営林支局
帯広市東8条南13丁目TEL24-6111
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謹 賀新年

シロア')に強い理想の建材

塞
閂 森上（

青森営林局
青森市柳川2丁目1－1
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鯨 秋田営林局
塑吐竃童ち･塞再弊

秋田市中通五丁目9－'6

一

④小根山森林公園(前橋営林署）

●妙義自然休養林(前橋営林署）

曇玉原野外スポーツ林(沼田営林署）

⑬式尊自然休養林(沼田営林署･水上営林署）

③榛名自然観察教育林(中之条営林署）

④野反自然休養林(草津営林署）

⑧芳ケ平自然休養林(草津営林署）

、五頭自然休養林(新発田営林署村松営林署）

●苗場自然休養林(六日町営林署）

③笹ケ峰自然休養林(高田営林署）

③蓮華風景林(高田営林署）

前橋営林局では、みなさまに森林浴を楽し

んでいただくために、森林景観の美しいレク

リエーションの森の中から「手ごろな森林浴

の場」20カ所を選び、おすすめしています。

緑のシャワーを浴びて、明日への英気を養

ってはいかがですか。

⑬いわき自然休養林(平営林署）

⑨男沼・女沼自然観察教育林(福島営林署）

⑬安達太良自然休養林(福島営林署）

、会津東山自然休養林(若松営林署）

●奥那須自然休養林(大田原営林署）

●富士山大沼自然観察教育林(矢板営林署）

●八方自然休養林(矢板営林署）

●奥鬼怒自然休養林(今市営林署）

⑫宇都宮森林公園(今市営林署）

前橋市岩神町四丁目16-25

前橋営林局
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TEL(0262)36-2531長野営林局日本の緑・国有林
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謹賀新年

を育てる愛情と技
名古屋営林局
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大 阪営林局
大阪市東区法円坂町6-20
TEL(06)943-6711
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発想の転換で

地域林業をﾘー ドする

国有林

高知営林局
知市丸の内1－3－30
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林業の活力を推進する林野弘済会

公益事業

林業振興事業<緑化事業・グリーンサークル＞

試験林造成事業く本部・青森・前橋・熊本支部の部分林育成＞

福祉厚生事業<林野関係在職者退職者の福利厚生支援＞

育英事業く林野関係在職者の子弟へ育英資金助成＞

子弟寮経営事業く林野関係在職者寺弟の寮経営〉

退職互助年金事業〈林野関係退職者の共済組合年金の補完〉

収益事業

物品販売事業〈林業関係資材機械器具・薬剤・安全用品販売＞

出版刊行事業〈林業関係図害・林野定期刊行物の編集発行＞

印刷謄写事業<軽印刷・謄写筆耕＞

受託および請負事業<保養所・ヒュッテ等施設の管理運営・林野関

係の測量・測樹・資源調査・治山山腹・法面緑化吹付工事

等の森林土木事業の受託＞

保険代理事業〈団体定期・一般生命・損害・交通傷害・自動車損害

賠償責任・がん保険等の代理事業＞

森林総合調査センター〈計画・調査・測量＞

電子計算センター〈林野庁・営林局署・林業試験場・林業関係団体・

都道府県の各種調査と森林計画の電子機概ｲ乍業を受託＞

以上の事業を推進しながら、林業の振興・活力ある森林の

育成をめざしております。

〒112東京都文京区後楽1－フー12（林友ビル）
TEL東京(03)816-2471～8
振替口座東京2-195785

財団法人林野弘済会
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日本林業経営者協会は

企業的林業経営の育成強化を目ざし

●魅力ある山づくりのための経営相談e林業経営の法人化推進

●林業経営の在り方の調査研究●内外林業情勢の調査研究

●林業税制・金融の改善についての調査研究・提言

●林業経営の研,修・視察●広報活動『林経協月報』琳経協情報』

●林政会(当協会の政治団体)を通じ国会活動を行なっています

＊入会をご希望の方は下記へご連絡下さい

社団法人

日本林業経営者協会
〒107束京都港区赤坂1丁目9番13号三会堂ビル9階壷東京(03)584-7657

日本木材備蓄機構財団法人

事業

1．備蓄のための製材（建築用構造材）及び合板（建築用普通合
板）の買入れ，保管及び売渡し

2．国内及び海外の木材の需給及び価格の動向についての情報の

収集，整理及び提供

3．その他この法人の目的を達成するために必要な事業

齋藤

小田島

誠
亀

理事長

専務理事

一

一

一

章

〒112東京都文京区後楽1－7－12林友ビル2階

電話（03）816－5595（代）
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隆事藍

〒102東京都千代田区紀尾井町3－29(福田ビル）

電話03（262）6206（代表）
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日
顧問

専門委員
壷150

本 緑化工協会
片山正英・坂野重信・倉田益二郎会長千秋鉄助

新田伸三・北村文雄・太田重良・塚本良則・高原栄重

東京都渋谷区渋谷1-9-4渋谷キヤステール310号雷03-409-7671

イビデンエ業株式会社
岐阜県大垣市河間町3－55
函503大垣0584-81-6111（代）

ロック建設株式会社
愛知県刈谷市司町3－2
壷必8刈谷0566-22-2155（代）

日本ハイウェイ・サービス株式会社
東京都中央区銀座1-19-13丸美屋ピル
画104束京03-562-3001

日本植生株式会社
岡山県津山市高尾590-1
壷708津山08682-8-0251（代）

日特建設株式会社
東京都中央区築地4-4-12オオエスビル
毎104東京03-542-9111（代）

日産緑化株式会社
東京都千代田区内神田3-16-9松浦不動産ビル
壷101束京03-256-4031（代）

本リili1緑化株式会社
東京都新宿区新宿2-8-1新宿セブンビル
壷160束京03-354-4661

紅大貿易株式会社
東京都千代田区内神田3－2－12クリハラピル

諺101東京03-256-0551（代）

東興建設株式会社
東京都港区新橋5-8-1SKKピル

壷105束京03-432-2736（代）

東綱商事株式会社
東京都中央区日本橋本町2－1フジポウ本町ビル
壷103東京03-243-1281（代）

株式会社ガソン
東京都港区新橋6－2－1木村ビル

壷105東京03-431-4752（代）

ダイヤフォレスト株式会社
東京都港区赤坂3-5-2サンヨウ赤坂ビル
壷107東京03-585-“86蛾）

大和工業株式会社
大阪市大淀区大淀南1-4-15
壷531大阪06-451-2100

夕キイ種苗株式会社
京都市下京区梅小路
壷600-91京部075-371-8151.371-8161

’

ムサシ建設工業株式会社
東京都台東区東上野1-24-2山茂ビル
砥110東京03-835-3631（代）

群馬緑化株式会社
群馬県前橘市紅雲町2－1－2
画371前橋0272-21-4193（ヨイクサ）

株式会社山都屋東京事務所
東京都中央区銀座1－16－6不二ピル
諺104東京03-561-2631.567-3019

フリー工業株式会社
東京都台東区元浅草1－6－12楼下ピル
壷111束京03-844-7510（代）

天龍工業株式会社
岐阜県各務原市薊痕興亜町4－1
壷504各務原0583-82-4111（代）

株式会社彩光
東京都小平市仲町401
壷187小平0423-41-4405（代）

山陽国策緑化株式会社
東京都渋谷区宇田川町36－6ワールド宇田川ピル

壷150束京03-476-3671（代）

株式会社三共商会
愛知県碧南市中町3－81
毎447鑿楠0566-41-0144（代）

三友商事株式会社
東京都中野区中野3-5-1
壷164束京03-384-5502(代）

株式会社水戸グリーンサービス
茨城県水戸市堀町959

諺310水戸0292-25-2754〔代）

株式会社芝建
名古屋市西区児玉町8－70

諺451名古屋052-522-6141（代）

ヒドケンエ業株式会社
北海道釧路市昭和177
諺084釧路0154-51-1626（代）

PNC工業株式会社
石川県金沢市寺町5-5-20
壷921金沢0762-43-2576

セキスイエスダイン株式会社
大阪市東区本町1－18西村ビル
壷541大阪06-261-9781(代）



空中写真集愛知
今
云の自然と

－

この?ILg'l!』j泡!蝶は、処I没剛lil土地理|塊が1982主な目次

年に搬彩したカラー窄!|1ﾔj:!lIと、当センターが雌の玄IMI名古屋駅(!|1ll.ix:)
1983年に蝿影したカラー空『|'写真のうちから愛都心としての栄(il1区）
知県内の主要地区'30を選定して集録してあり約,渥城と官庁街(1,1区）
ます。また、これらのカラー空rl]写真に加えて、熱lllill宮とその周辺("H:1区）
米耶が戦後間もなく搬彩した空r胸翼を対比典焼き物のまち瀬戸巾

録、併せて搬彩地区をﾉjくす地形図を付し、詳III一柿|jのせんい間地

な解説がつけられています。入鹿池とIﾘl諭付（犬III!|j)

この空中写真集は、愛知県内容地域の新旧の細｢11干拓地と伊勢湾台瓜（弥llillll.}

移り変わりを空からありのままに見ることがでliIIIIf城と岡崎巾衝

き、郷土の学科に好遡です。学校教材やjよく－_1ﾘIWIj水と'ﾘl論川hl'il:(宏城II1)
股の教養書としておすすめいたします。II水岐小のlll付揃llll:1･

〔発売元〕㈱大沢商会教育機材部･i)卜良湖岬と伊良測港｜渥美町）
東京：〒108来京梛港豚,職ili428

I蝋順
a()3(455)()111

墹占屋：〒46()"111･"ili'l1区栄13－10

公052（231）7601

既刊空中写真集

日本の自然と社会千葉県の自然と社会埼玉県の自然と社会神奈川県の自然と社会

20,000円29.000円29.000円29,000円

A3判296頁

定価29.000円

カラーフォトタウンマップ名古屋市主部
裾

このたび発売になった『縮尺1万分1カラーフォトタ
ウンマップ名,'i"'lj主部」は、カラー空中fり:典の符つ’if報
職を失うことなく、かつ、地形図の持つ位縦、尚さなどの怖
報や､地名・建物・施,没などの名称を併せ知ることができる
ニュータイプのタウンマッブです。
製而には、各地域の拡大ブォI､マップや難物"l1用現況図、
地下街図､l11版地形lX|、更に災樗時の広域避雌路・避雌場所
など朧りだくさんの内容が織り込まれています．
今までの空中辱翼や地形|叉Iにはなかったilﾘi新な|ﾉ1容を持つ
このタウンマッブをぜひおすすめいたします。

☆8色刷A2判

5図葉一組セツ｜

☆定|illi1.500円

※詳IIIは､11センター

空中写真部までお問合
せ下さい。

■

衛星画像図名古屋(LANDSATMAP)

ランドサットで蝿影したこの衛星画像図は、地形'lif縦に川☆4色刷柾判

えて地表の性質や状態を示す多次元のスペクトル'li'i報を併せ縮尺30万分1
もった画期的なものです。☆定illli300fI:1

愛知県内はもちろん、||皮阜、三重、琵琶湖の一部までを宇

宙から広範囲に蝿影してあI)ます°

〒153束戒都目黒区青菜台49－6

TRT』03-485-5411～7(財）日本地図センター
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今、全国の農協で自主上映が始まった／E

映画「 が ぽっふるさとに ■

今、病める農村にメスをいれる

家族とは、教育とは、真の友真の友情とは。

映画・ビデオ・スライドの製作及び広報、教育活動
の御相談は全農映ヘノ

〒160束京都新宿区新宿5-17-11
白鳳ビル

TELO3-208-5995
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林道規程一解説とその運用一日本林業発達史
一農業恐慌・戦時統制期の過程一

日本林道協会<改訂版>2,200円〒300
本年6月の-部改正を契機として改訂端↑lliした雌新版／大日本山林会綿･発行箱入6,000円〒込
新た腱附11ﾘとして定められた条項の解説を加えたほか、I1"ll35'年林野庁発｛.jのI巻の続編。大正.昭和の激励jﾘ’
一部改正の経紳と主旨、関巡通達の全文も収録。の林難･林政を苑Iﾘ1,派硴に遥跡した林業発達の正史。

現代林業入門
筒井辿夫慌修新書判1,000円〒250

現代の林災を担う人々のために／実務的、維礎的知
識を各分卿の専門家20人が、新しい観点と雌新の淡料
をもとに、わ力･りやすく簡潔にまとめたユニークな襟。

完全復刻吉野林業全書
土倉梅造儲修箱入6,000円〒300

111林王土倉jE三郎が完成した杉榊械戦法の全てを懇切

な解税､流腿な石版画で織成した同誹の現代語訳｡

(社）日本図書館協会選定図書

日本林業の発展と森林組合地域林業と国有林
一林業生産力の展開と組織化一一林業事業体の展開と論理－

田中茂将2,300円〒300地域農林業研究会編2,500円〒300
新たな発展期を迎えている日本林業を展望し、国．民国荷林所在地域における民間事巣体が国有林とのかか
有林の造林技術を考察、森林糺姶の理念と機能を解明。わりの中で、どのように企業活動を展開したかを解明。

簾茄国有林全科燕難譲艤茄補助｡融資｡税制全科
林剛子国有林問題研究会編2,000円〒250 林野庁監修2，‘300円〒250
林地の街ｲjや料灌物の販売、レクリエーション利用な<58年度解説増補版付＞

ど、固有林の全てを一間一椿形式でわかりやすく解説、林梁・林産業に関する．IIIの補助・触淡及び税制上の特
図表も蝋浦な初めての国右林全科b例排慨は全て磯り込まれている。

続。森林資源論研究霜報鵬豊
萩野敏雄著2,200円〒250

明治初年からの木材濡締予仙1を全てとりあげ、木材黄
源の変避と需給予想をllillとして問題史的に腿|淵した。

鶉図解/日本の森林｡林業
同編集委員会制1111,500円〒250
森林・林難の尖態を林野jj圏の＃門宵など符分卿の専門

家が、図と解説でわかりや．ﾘー くまとめた手頃な参考番。
改訂にI!ドい新項『Iを加え~内容を更に充塞

江戸時代の林業思想研究
狩野亨二箸箱入2,000円〒250

江戸時代の代表的な林業思想家である渋江政光・沌幌

,胴政・熊沢蕃山・宮崎安貞・佐藤傭淵・大蔵永常らの
山林縁営論や林業技術論を検討し､今日的意義を探る。

《改訂》図説造林技術
造林技術研究会州1,800円〒250
避林技術全般に両るﾂj農と図によって、llでみる他に
猟をみない造林技術解説書。

《改訂普及版》間伐のすべて 日本の択伐
一生産から搬出･加エ・販売まで－大金永論編著2,000円〒250
坂口勝美監修1,800円〒250務地の伝統的なすぐれた択伐林経徽.鋤実践例をII'心に、
現場の人達にもわかり易い、権威者による平易な解説。辱爽や図で択伐の技術、理論の両面をﾘjらかにした。

本書は従来なかった川上から川下までの~批した箸述。立木幹材積表
標準功程表と立木評価 東日本編1,200円〒250
梅田･辻･井上編著1,800円〒250西日本編･1,200円〒250
全阿の伐出蠣業の標準工穣爽の中から藩通性の高いも林野庁計画課編
のを作業工礎別に選び図化し、具体例をもって解説。我が国立木幹材械表の般高権威版。

聯日本林業調査会
〒162束京都緬首区市谷本村町28振替東京6-98120a(03)269-3911"
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樹木一形態と機能－
佐藤大七郎･提利夫細
A5*11320豆定価3,500円〒350

〔略目次〕形態と形成，物質の動き（炭

水化物，水，ミネラル)，樹木の調節，

生殖，種の特性。

育 ’林
佐藤プこ七郎著

A5'11300璽定価3,800円〒350円

本番は著猪の30余年にわたる研究の集大成であると

ともに，多くの研究猪の業鍍をとり入れて，蝿嵩な

l"l･表によりわかりやすく解説した意欲的なライフ

ワークである。林業1列係の方盈，とくに技術報にぜ

ひ御-･i洸をお薦めしたい。
ハルボーン

化学生態学
J.B.Harborne著

商橘英一・深海浩共訳
A5,ドリ320又定価3,800円〒350

〔略目次〕環境への適応,授粉の生化学，

植物毒素と動物への影響，植物・動物

間の相互作用，食物選択，フェロモン

と防御物質，高等植物間の相互作用，

高等植物と下等植物の相互作用。

略目次

青林学の対象と方法，森林（定義，閉鎖の効果，森稀の

構造と林内の琢境条件，森林における物質とエネルギー

の流れ，林木の生長と物質生産，林地，森林の種類，樹

種の組成，林冠の構造，世界と日本の天然の森林，林業

の対象となる樹木)．林木の生育と環境(光，温度，水，

雪，風，土壌，位置，地位，生物的要因),森林の代がわ

り〈自然状態での森林の代がわり，人為による林の代が
わり：更新,林の仕立て).林の手入れ(種間競争への干渉

：自然植生との闘い，種内競争への干渉と競争の利用：

間伐，技打，林地の生産力の維持と増進：林地保育)。

振替来京8-106829

近話03(814)5701㈹文 永堂区
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林野庁監修A5判|/P544/定価4,000円／〒300
きのこ頚、たけのこ、山菜をはじめ、竹、桐、うるし
まで緋川林朧物の現状をlﾘlら力・にしたものである。

間伐 有効 集
◆
竿

〃
－間伐の実施から間伐材の流通･加工まで－－
間伐推進研究会編A5判/P330/定価3,800円／〒300

〒107東京都港区赤坂4-3-5／振替東京2-195298番/a03-585-0087代
~ ら ■

重苗法の総合的燕理解に役立つよ･う.編集ノ

特用材産むらづ鋤読本
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PLAN

(専用フ

■専用LSIによるコンパクト設計

ﾛ単位や縮尺のわずらわしい計算が不要

国豊富な越択単位(cm3m2,km2,in2,ft2､acre)

■メモリー機撫により縮尺と単位の保護

■測定値がオーバーフローしても、上位単位

へ自動シフト

■測定精度を高める平均値測定が可能

■大きな図形の測定に便利な累積測定が可能

■AC･DOの2電源方式

■省エネ設計のバワーセーブ機能

タマヤぃフ唾ラニクス〃シリーズは、

どんな襖雑な図形でもその輪郭を

なぞるだけで《I揃穂を簡単に測定

することができます。

プラニクス7は､専用LSIにより多

くの機能を備えたプラニクスシリ

ーズのi滞級モデルです。

＝雪＝=9

あらゆる面積測定をクリヤーするタマヤ"ブラニクズ，シリーズ

ポー ﾗﾀｲブのｽﾀﾝﾀ七一ドモデル

PLANIX5¥49,000

(呼Niプラズチック収納ケース.ACｱ〆プター付)

卿il性を追求したスタンダードモデル

PLANIX6¥59,000
(呼川プラスチック収納ｹー ｽ､AC7.ダブター付)

|畑ﾘなプﾘﾝﾀー 撒棚､l･

PLANIX10¥148,000
(ﾘﾙM休製収納ケース.ACアダプター.川紙3本{‘j･）

『i』

③

ET7AM/AMA窯罵焉錨禰…11《代｝●カタロクぐ･溢判.,ll'i求は、

、I1社までハガキか地‘1門にてご連絡くだ急い。
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■旧版を大々的に増補
虫対藷の決定版／

･融訂も病害

初版刊行以来6年の間には,防除薬剤の使用規準の改悪評強

正(登録抹消・新規登録)，また新たな病害虫の登録
等の変化が見られ，本書はこれらの観点から全編に

わたり改訂を行い，最新の診断断と防除法について解
虫実態調査の成果が生説。全国的規模の緑化樹病害

きる信頼の内容。轌
画

■豊富な顎・的確な解儲§解鋭目的の
る実用薑／

琴謹言公主

病害虫がすぐに探せ
公園・庭園・道路・校庭・ゴルフ場・工場敷地等の率、．

.忌官貧9－．r
■己

桑ふぐ篭謁 緑地に植栽される植木・街路樹・花木を網羅b緑化藍¥､
調
一
壼
罰
垂

・
吐膨
や
“

樹生産・保護管理の専門家から緑に関心をもつ一般謡．

譲
の方々までの座右の書。（樹種別病名･害虫名索引、

病原体学名・害虫学名索引）

新版
鍵鍵

化樹木 病聖 虫の '二二

病害 その防除
樹病研究室長.農博）

ラー写真24葉(口絵)，

防圧)病害どその（
、

痢
詮
転
肉

や
。
』
肝

小林享夫 著(林業試

頁〆上製本

験場

／力A5判/326 ／熟黛
順黒写真413葉ソ見出し樹種176

●定価sSpo円（〒300)

不)害虫と の防除防そ
､林富士雄 著(林業試験場昆虫承恥

罐 嶋昆虫科長・農博）

ラー写真24葉(口絵)，
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号A5判／約340頁/上製本/力

白黒写真･図261葉／見出し樹種I23

●定価ヨspo円 (〒300)『昭和59fl3月刊』
蕊

蕊議鍵
く露

両

紘業史にのこる土.鋸調査の集大成bc火｣のイ〆－ジを変え，

わか画の森泳土韓の全てがわかる.／新たな識勿縄野を拓く走査電鏡掌真集。

日本の森林土壌壼驫菫木材の構造
林野庁監修一国産材から輸入材まで一

『日本の森林土壌｣編集委員会編集佐伯浩著(京都大学助教授・農博）
B5判/706頁／上製本(函入)/カラー口絵(iB5変/228頁／上製本(函入）
壌断面写真)／日本の森林土壌分布図．付●定価4SO口円（〒350)
●定価1SpOo円（〒450)

定
価
三
七
○
円
送
料
六
○
円

日本林業技術協会発行社団法人

●ご注文は直接当協会事業部へどうぞ 〒102束京都千代田区六番町7電話(03)261-5281振蓄東京3-60448
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